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介
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人
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史
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岡
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子
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平　
　

実

大
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秀
司　
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西
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秋
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善
行　

古
屋　

真
弘

大
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靖
仁　

白
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博
一

湯
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昌
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九
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道
成

冨
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國學院大學院友会謹　賀　新　年

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
き
よ
き
年
を

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
き
よ
き
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
謹
ん
で

す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
謹
ん
で

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
安
寧

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
安
寧

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
。
生

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
。
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々

も
少
な
く
な
い
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た

も
少
な
く
な
い
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た

列
島
に
は
激
し
い
災
害
の
爪
痕
が
、
い
ま
だ

列
島
に
は
激
し
い
災
害
の
爪
痕
が
、
い
ま
だ

幾
つ
も
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
お

幾
つ
も
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
、
日
常
も
生
活

　

経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
、
日
常
も
生
活

も
、
立
ち
行
か
な
く
な
る
現
実
を
私
ど
も
は

も
、
立
ち
行
か
な
く
な
る
現
実
を
私
ど
も
は

目
の
当
た
り
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
の

目
の
当
た
り
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
先
の

見
え
な
い
大
き
な
不
安
は
、
誰
し
も
が
受
け

見
え
な
い
大
き
な
不
安
は
、
誰
し
も
が
受
け

止
め
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
価

止
め
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
価

値
観
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
新
し
い
方
法
、
新

値
観
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
新
し
い
方
法
、
新

し
い
思
考
、
新
し
い
現
実
に
向
け
た
取
り
組

し
い
思
考
、
新
し
い
現
実
に
向
け
た
取
り
組

み
も
ま
た
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

み
も
ま
た
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
か
な
く
て

の
分
野
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
に
、
本
会
の
定

　

令
和
二
年
六
月
二
十
五
日
に
、
本
会
の
定

款
に
基
づ
く
評
議
員
、
理
事
・
監
事
の
改
選

款
に
基
づ
く
評
議
員
、
理
事
・
監
事
の
改
選

を
行
い
ま
し
た
。
業
務
執
行
体
制
の
中
で
、

を
行
い
ま
し
た
。
業
務
執
行
体
制
の
中
で
、

常
務
理
事
は
加
藤
元
茂
氏
が
規
程
に
よ
る
定

常
務
理
事
は
加
藤
元
茂
氏
が
規
程
に
よ
る
定

年
を
迎
え
、
後
任
に
坂
本
眞
佐
人
氏
が
満
場

年
を
迎
え
、
後
任
に
坂
本
眞
佐
人
氏
が
満
場

一
致
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

一
致
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
が
進
ん
で
い
く
中

イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
十
年
以
上
に
亘
り
続
い
て
き
た
、
各
支

で
、
十
年
以
上
に
亘
り
続
い
て
き
た
、
各
支

部
主
管
に
よ
る
全
国
各
地
で
の
公
益
事
業

部
主
管
に
よ
る
全
国
各
地
で
の
公
益
事
業

も
、
支
部
活
動
も
、
こ
の
三
月
ま
で
は
自
粛

も
、
支
部
活
動
も
、
こ
の
三
月
ま
で
は
自
粛

の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

の
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
、
本
部
も
支
部
も
ど
の
よ
う
な

　

四
月
か
ら
、
本
部
も
支
部
も
ど
の
よ
う
な

活
動
が
展
開
し
て
い
け
る
の
か
、
大
い
に
苦

活
動
が
展
開
し
て
い
け
る
の
か
、
大
い
に
苦

慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
生
た
ち
の
日
常
も
心
配
で
す
。
語
り
合

　

学
生
た
ち
の
日
常
も
心
配
で
す
。
語
り
合

い
、
学
び
合
い
、
友
を
作
り
、
自
分
を
作
っ

い
、
学
び
合
い
、
友
を
作
り
、
自
分
を
作
っ

て
い
く
学
生
生
活
が
、
ど
の
よ
う
に
送
ら
れ

て
い
く
学
生
生
活
が
、
ど
の
よ
う
に
送
ら
れ

て
い
る
の
か
。
母
校
が
講
じ
て
く
だ
さ
っ
て

て
い
る
の
か
。
母
校
が
講
じ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
修
学
支
援
に
も
、
皆
さ
ま

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
修
学
支
援
に
も
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
こ
の
状
況
が
落
ち
着
い
た
と
き
、
後

で
す
。
こ
の
状
況
が
落
ち
着
い
た
と
き
、
後

輩
た
ち
が
「
國
學
院
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

輩
た
ち
が
「
國
學
院
で
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

て
く
れ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

て
く
れ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）は「
辛
丑（
か
の

　

令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）は「
辛
丑（
か
の

と
う
し
）」で
す
。一
歩
一
歩
、誠
実
に
勤
勉
に

と
う
し
）」で
す
。一
歩
一
歩
、誠
実
に
勤
勉
に

歩
ん
で
い
く
年
で
す
。ま
さ
に
こ
の
よ
う
に

歩
ん
で
い
く
年
で
す
。ま
さ
に
こ
の
よ
う
に

歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、皆
さ
ま
と
一
緒
に
大
き
な
声

　

一
日
も
早
く
、皆
さ
ま
と
一
緒
に
大
き
な
声

で
校
歌
を
歌
い
、肩
を
組
み
盃
を
上
げ
、さ
ま

で
校
歌
を
歌
い
、肩
を
組
み
盃
を
上
げ
、さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
を
語
り
合
う
日
が
来
る
こ
と

ざ
ま
な
思
い
出
を
語
り
合
う
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

を
願
っ
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
常
日
頃

　

皆
さ
ま
に
は
常
日
頃

か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力

か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、厚
く
御

を
い
た
だ
き
、厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
長

期
に
亘
り
、
ま
た
昨
夏
に
は
集
中
豪
雨
や
台

期
に
亘
り
、
ま
た
昨
夏
に
は
集
中
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

風
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

影
響
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

影
響
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
院
友
会
も
コ
ロ
ナ

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
院
友
会
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
事
業
の
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く

禍
に
よ
る
事
業
の
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
不
便

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
不
便

を
お
掛
け
し
て
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

を
お
掛
け
し
て
、
衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
院
友
諸
兄
な
ら
誰
し
も
が
テ
レ
ビ

　

さ
て
、
院
友
諸
兄
な
ら
誰
し
も
が
テ
レ
ビ

や
新
聞
紙
上
な
ど
で
國
學
院
大
學
の
名
前
に

や
新
聞
紙
上
な
ど
で
國
學
院
大
學
の
名
前
に

接
し
た
時
、
自
然
と
在
学
当
時
の
思
い
出
に

接
し
た
時
、
自
然
と
在
学
当
時
の
思
い
出
に

結
び
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
國
學

結
び
つ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
國
學

院
大
學
を
母
校
と
す
る
同
窓
会
組
織
と
し

院
大
學
を
母
校
と
す
る
同
窓
会
組
織
と
し

て
、
院
友
の
皆
さ
ま
と
の
絆
を
大
事
に
し
て

て
、
院
友
の
皆
さ
ま
と
の
絆
を
大
事
に
し
て

母
校
と
の
架
け
橋
の
一
端
を
務
め
た
く
存
じ

母
校
と
の
架
け
橋
の
一
端
を
務
め
た
く
存
じ

ま
す
。
本
部
事
務
局
と
全
国
各
支
部
、
協
力

ま
す
。
本
部
事
務
局
と
全
国
各
支
部
、
協
力

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
並
び
に
公
益
事

団
体
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
並
び
に
公
益
事

業
の
推
進
。
院
友
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
の
応

業
の
推
進
。
院
友
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
の
応

援
、
ま
た
國
學
院
大
學
の
人
材
育
成
に
係
る

援
、
ま
た
國
學
院
大
學
の
人
材
育
成
に
係
る

在
学
生
の
修
学
支
援
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

在
学
生
の
修
学
支
援
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

支
援
、
在
学
生
保
護
者
会
と
の
共
催
事
業
な

支
援
、
在
学
生
保
護
者
会
と
の
共
催
事
業
な

ど
、
國
學
院
大
學
と
院
友
会
の
知
名
度
を
高

ど
、
國
學
院
大
學
と
院
友
会
の
知
名
度
を
高

め
る
施
策
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

め
る
施
策
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

令
和
二
年
三
月
に
卒
業
（

　

令
和
二
年
三
月
に
卒
業
（
128128
期
）
さ
れ
た

期
）
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
、
門
出
を
新
た
に
祝
う
機
会
と

皆
さ
ま
に
は
、
門
出
を
新
た
に
祝
う
機
会
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
院
友
大
会
（
大
同
窓

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
院
友
大
会
（
大
同
窓

会
）
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
会
い
で

会
）
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
会
い
で

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
穏
な
日
常
が
早
く
戻
る
こ
と
を
強
く
念

　

平
穏
な
日
常
が
早
く
戻
る
こ
と
を
強
く
念

じ
、
併
せ
て
院
友
会
へ
の
更
な
る
お
力
添
え

じ
、
併
せ
て
院
友
会
へ
の
更
な
る
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症の大きな影響と拡大防止の観点から、本会では令和２年度に予　新型コロナウイルス感染症の大きな影響と拡大防止の観点から、本会では令和２年度に予
定しておりました事業を、変更・自粛いたしました。概要をお知らせいたします。定しておりました事業を、変更・自粛いたしました。概要をお知らせいたします。
【育成事業】
　「学術・スポーツ振興資金」での対象６部会と母校所蔵貴重資料のデータ化への支援は、　「学術・スポーツ振興資金」での対象６部会と母校所蔵貴重資料のデータ化への支援は、
これまで同様に実施いたします。皆さまのご支援を引き続きよろしくお願いいたします。これまで同様に実施いたします。皆さまのご支援を引き続きよろしくお願いいたします。
　その他学生支援については、大学の学生への安全確保の取り組みや対応を重視しながら、　その他学生支援については、大学の学生への安全確保の取り組みや対応を重視しながら、
できる限りの支援を行います。「院友会長賞」での支援も継続して参りたいと思います。できる限りの支援を行います。「院友会長賞」での支援も継続して参りたいと思います。
【講座講演会事業（公益事業）】
　風土記などの諸講座、一般公開講演会、院友会館でのサロンコンサート、また各支部主管　風土記などの諸講座、一般公開講演会、院友会館でのサロンコンサート、また各支部主管
による「もっと日本を学ぼう」を統一テーマに全国各地で開催していた公益事業も、「大規による「もっと日本を学ぼう」を統一テーマに全国各地で開催していた公益事業も、「大規
模災害被災地公益事業」も、令和２年度は全て自粛といたしました。模災害被災地公益事業」も、令和２年度は全て自粛といたしました。
【特定寄付】
　母校の「大規模災害学費減免制度」への寄付金として、当初1,000,000円を予定しており　母校の「大規模災害学費減免制度」への寄付金として、当初1,000,000円を予定しており
ましたが、この寄付をコロナ禍で困窮している学生を支援するための母校の「緊急修学支援ましたが、この寄付をコロナ禍で困窮している学生を支援するための母校の「緊急修学支援
費」へ、5,000,000円に増額して寄付を行いました。また例年同様、母校が進めている全国費」へ、5,000,000円に増額して寄付を行いました。また例年同様、母校が進めている全国
の高校生を対象とした文化事業へ、200,000円の寄付を行いました。の高校生を対象とした文化事業へ、200,000円の寄付を行いました。
【同窓会事業】
　年３回発行をしていた院友会報は、８月の号を発行見合わせといたしました。　年３回発行をしていた院友会報は、８月の号を発行見合わせといたしました。
　例年５月に開催の院友大会、全国支部長会議、同日予定の一般公開講演会も中止といたしました。例年５月に開催の院友大会、全国支部長会議、同日予定の一般公開講演会も中止といたしました。
　今年度の新年院友交歓会（令和３年１月予定）も、中止といたしました。　今年度の新年院友交歓会（令和３年１月予定）も、中止といたしました。

　各支部の支部総会、懇親会や支部主管の公益事業は、令和３年３月31日までは自粛をお願　各支部の支部総会、懇親会や支部主管の公益事業は、令和３年３月31日までは自粛をお願
いいたしました。支部の中では、書面にて支部会員の方々に諸報告を行ってくださったとこいいたしました。支部の中では、書面にて支部会員の方々に諸報告を行ってくださったとこ
ろもありました。ろもありました。
【収益事業】
　会館利用促進を図ってまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、収益事業は　会館利用促進を図ってまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、収益事業は
上半期で令和元年度16,334,291円に対し、令和２年度976,850円で15,300,000円余の減収です。上半期で令和元年度16,334,291円に対し、令和２年度976,850円で15,300,000円余の減収です。
【法人事業】
　６月25日決議の第９回定時評議員会で、定款に基づく次期評議員・理事・監事が決定いた　６月25日決議の第９回定時評議員会で、定款に基づく次期評議員・理事・監事が決定いた
しました。同日、第31回理事会を開催し、会長以下業務執行体制などを決定いたしました。しました。同日、第31回理事会を開催し、会長以下業務執行体制などを決定いたしました。
名簿一覧を掲載のところですが、院友会ホームページ等でご確認ください。これに伴い、顧名簿一覧を掲載のところですが、院友会ホームページ等でご確認ください。これに伴い、顧
問、参与の選任も行われました。問、参与の選任も行われました。
　以上が本年度現在の事業概要となりますが、明年度の本部・支部の諸活動につきまして　以上が本年度現在の事業概要となりますが、明年度の本部・支部の諸活動につきまして
は、このコロナ禍の社会状況や、安全性を踏まえて現在業務執行理事を中心に検討中です。は、このコロナ禍の社会状況や、安全性を踏まえて現在業務執行理事を中心に検討中です。
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会報をお読みの皆さまへ
　本来であれば８月半ばに「第375号残暑見舞号」を発行すると　本来であれば８月半ばに「第375号残暑見舞号」を発行すると
ころ、新型コロナウイルス感染症等の影響により、発行を見合わころ、新型コロナウイルス感染症等の影響により、発行を見合わ
せました。皆さまに直接お知らせができなかったことを（ホームせました。皆さまに直接お知らせができなかったことを（ホーム
ページに告知）、深くお詫び申しあげます。今回「新年合併号」ページに告知）、深くお詫び申しあげます。今回「新年合併号」
として、４面にて発行いたします。また、ご協賛をいただいておとして、４面にて発行いたします。また、ご協賛をいただいてお
りました貴名広告も、この度はお願いをいたしませんでした。りました貴名広告も、この度はお願いをいたしませんでした。
　いつもご掲載をいただいている皆さまには重ねてお詫び申し上　いつもご掲載をいただいている皆さまには重ねてお詫び申し上
げますとともに、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。げますとともに、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

コロナ禍での本会の取組等についてコロナ禍での本会の取組等について
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　◆ 令和３年新年院友交歓会は中止いたします ◆
　新春恒例の「令和３年新年院友交歓会」は新型コロナウイルス感染症拡大防止等を　新春恒例の「令和３年新年院友交歓会」は新型コロナウイルス感染症拡大防止等を
鑑みて、開催を中止といたします。楽しみにされている皆さまには、大変ご迷惑をお鑑みて、開催を中止といたします。楽しみにされている皆さまには、大変ご迷惑をお
かけしますが、何卒ご理解くださいますよう、よろしくお願いいたします。かけしますが、何卒ご理解くださいますよう、よろしくお願いいたします。

1 令和３年１月１日（金）　No.375・376 院 友 会 報 新年合併号
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一
テ
ー
マ
の
公
益
事
業

統
一
テ
ー
マ
の
公
益
事
業

を
、
山
形
、
神
奈
川

を
、
山
形
、
神
奈
川
、
埼
玉
埼
玉

南
、
沖
縄
沖
縄
、
鳥
取
鳥
取
、
大
分
大
分
、

群
馬
群
馬
、
石
川
石
川
、
静
岡
西
部

静
岡
西
部

（
開
催
順
）
の
九
支
部
が
行

（
開
催
順
）
の
九
支
部
が
行

っ
た
。

っ
た
。

【
会
館
施
設
提
供
事
業
】

　

社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る

　

社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る

会
館
利
用
の
際
、
施
設
の
提

会
館
利
用
の
際
、
施
設
の
提

供
又
は
経
費
の
補
助
を
行
っ

供
又
は
経
費
の
補
助
を
行
っ

た
。
た
。

【
特
定
寄
付
】

　

國
學
院
大
學
へ
大
規
模
災

　

國
學
院
大
學
へ
大
規
模
災

害
学
費
減
免
制
度
等
へ
の
寄

害
学
費
減
免
制
度
等
へ
の
寄

付
と
し
て
百
万
円
。
ま
た
、

付
と
し
て
百
万
円
。
ま
た
、

大
学
が
取
り
組
む
高
校
生
対

大
学
が
取
り
組
む
高
校
生
対

象
の
文
化
事
業
へ
二
十
万
円

象
の
文
化
事
業
へ
二
十
万
円

を
贈
っ
た
。

を
贈
っ
た
。

【
同
窓
会
事
業
】

　

院
友
会
報
を
年
三
回
、
引

　

院
友
会
報
を
年
三
回
、
引

続
き
住
所
判
明
者
全
員
へ
送

続
き
住
所
判
明
者
全
員
へ
送

付
し
た
。
支
部
長
会
議
、
院

付
し
た
。
支
部
長
会
議
、
院

友
大
会
を
五
月
二
十
五
日
に

友
大
会
を
五
月
二
十
五
日
に

母
校
を
会
場
に
開
催
し
た
。

母
校
を
会
場
に
開
催
し
た
。

院
友
大
会
は
三
六
六
名
、
通

院
友
大
会
は
三
六
六
名
、
通

算
三
十
九
回
目
の
支
部
長
会

算
三
十
九
回
目
の
支
部
長
会

議
で
は
五
十
九
支
部
・
四
協

議
で
は
五
十
九
支
部
・
四
協

力
団
体
か
ら
支
部
長
、
事
務

力
団
体
か
ら
支
部
長
、
事
務

局
長
等
一
一
五
名
が
参
加
し

局
長
等
一
一
五
名
が
参
加
し

た
。
十
月
十
九
日
の
ホ
ー
ム

た
。
十
月
十
九
日
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
北
海
道

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
北
海
道

道
央
、
道
東
、
道
南
、
道
北

道
央
、
道
東
、
道
南
、
道
北

の
四
支
部
、
岩
手
、
栃
木
、

の
四
支
部
、
岩
手
、
栃
木
、

千
葉
、
埼
玉
北
、
石
川
、
佐

千
葉
、
埼
玉
北
、
石
川
、
佐

賀
、
長
崎
、
の
十
一
支
部

賀
、
長
崎
、
の
十
一
支
部

に
、
北
海
道
滝
川
市
、
國
學

に
、
北
海
道
滝
川
市
、
國
學

院
大
學
生
協
が
加
わ
り
十
三

院
大
學
生
協
が
加
わ
り
十
三

ブ
ー
ス
が
支
部
物
産
展
と
し

ブ
ー
ス
が
支
部
物
産
展
と
し

て
出
展
。
大
い
に
賑
っ
た
。

て
出
展
。
大
い
に
賑
っ
た
。

　

新
年
院
友
交
歓
会
は
、
令

　

新
年
院
友
交
歓
会
は
、
令

和
二
年
一
月
二
十
五
日
に
母

和
二
年
一
月
二
十
五
日
に
母

校
若
木
タ
ワ
ー

校
若
木
タ
ワ
ー
1818
階
「
有
栖

階
「
有
栖

川
宮
記
念
ホ
ー
ル
」
を
会
場

川
宮
記
念
ホ
ー
ル
」
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
箱
根
駅
伝
効

に
開
催
さ
れ
、
箱
根
駅
伝
効

果
も
あ
り
初
参
加
の
方
を
含

果
も
あ
り
初
参
加
の
方
を
含

め
二
一
三
名
が
参
加
し
た
。

め
二
一
三
名
が
参
加
し
た
。

　

「
院
友
会
長
賞
」（
院
友

　

「
院
友
会
長
賞
」（
院
友

の
部
）
は
、「
令
和
元
年
度

の
部
）
は
、「
令
和
元
年
度

芸
術
院
賞
」
を
受
賞
さ
れ

芸
術
院
賞
」
を
受
賞
さ
れ

た
、
藤
間
照
薫
（
ふ
じ
ま
・

た
、
藤
間
照
薫
（
ふ
じ
ま
・

て
る
ま
さ
）
氏
（
十
代
目
松

て
る
ま
さ
）
氏
（
十
代
目
松

本
幸
四
郎
丈
／
正
会
員
）
に

本
幸
四
郎
丈
／
正
会
員
）
に

贈
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
各
支

贈
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
各
支

部
総
会
へ
の
参
加
等
必
要
な

部
総
会
へ
の
参
加
等
必
要
な

事
業
を
行
っ
た
。

事
業
を
行
っ
た
。

【
収
益
事
業
】

　

収
益
事
業
は
、
増
収
に
努

　

収
益
事
業
は
、
増
収
に
努

め
て
き
た
が
、
二
月
か
ら
蔓

め
て
き
た
が
、
二
月
か
ら
蔓

延
化
が
著
し
く
な
っ
た
新
型

延
化
が
著
し
く
な
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

影
響
に
よ
り
、
前
年
度
比
で

約
二
約
二
，二
〇
〇
，

，二
〇
〇
，
〇
〇
〇
〇
〇
円

余
の
減
収
と
な
っ
た
。

余
の
減
収
と
な
っ
た
。

【
法
人
事
業
】

　

定
款
に
基
づ
き
、
第
八
回

　

定
款
に
基
づ
き
、
第
八
回

定
時
評
議
員
会
を
六
月
十
八

定
時
評
議
員
会
を
六
月
十
八

日
に
開
催
。
事
業
報
告
、
決

日
に
開
催
。
事
業
報
告
、
決

算
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実

算
、
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
等
、
高
徳
雄
三
評

施
報
告
書
等
、
高
徳
雄
三
評

議
員
の
辞
任
、
針
本
正
行
理

議
員
の
辞
任
、
針
本
正
行
理

事
（
副
会
長
）
の
辞
任
と
後

事
（
副
会
長
）
の
辞
任
と
後

任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
承

任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

認
さ
れ
た
。

　

理
事
会
は
、
五
月
十
七
日

　

理
事
会
は
、
五
月
十
七
日

に
第
二
十
六
回
理
事
会
を
。

に
第
二
十
六
回
理
事
会
を
。

六
月
十
八
日
に
第
二
十
七
回

六
月
十
八
日
に
第
二
十
七
回

理
事
会
を
開
催
し
、
石
川
則

理
事
会
を
開
催
し
、
石
川
則

夫
理
事
を
後
任
副
会
長
に
選

夫
理
事
を
後
任
副
会
長
に
選

定
。
十
二
月
二
十
日
に
第
二

定
。
十
二
月
二
十
日
に
第
二

十
八
回
理
事
会
を
、
令
和
二

十
八
回
理
事
会
を
、
令
和
二

年
三
月
二
十
六
日
に
は
第
二

年
三
月
二
十
六
日
に
は
第
二

十
九
回
理
事
会
を
開
催
し
、

十
九
回
理
事
会
を
開
催
し
、

補
正
予
算
、
事
業
計
画
、
予

補
正
予
算
、
事
業
計
画
、
予

算
、
令
和
二
年
度
支
部
長
会

算
、
令
和
二
年
度
支
部
長
会

議
・
院
友
大
会
等
の
延
期
、

議
・
院
友
大
会
等
の
延
期
、

ま
た
全
国
の
各
支
部
・
協
力

ま
た
全
国
の
各
支
部
・
協
力

団
体
へ
、
令
和
二
年
六
月
末

団
体
へ
、
令
和
二
年
六
月
末

ま
で
の
活
動
自
粛
依
頼
を
決

ま
で
の
活
動
自
粛
依
頼
を
決

議
し
た
。

議
し
た
。

　

令
和
元
年
度
決
算
は
、
五

　

令
和
元
年
度
決
算
は
、
五

月
二
十
六
日
決
議
の
第
三
十

月
二
十
六
日
決
議
の
第
三
十

回
理
事
会
及
び
六
月
二
十
五

回
理
事
会
及
び
六
月
二
十
五

日
決
議
の
第
九
回
定
時
評
議

日
決
議
の
第
九
回
定
時
評
議

員
会
で
、
本
会
定
款
に
基
づ

員
会
で
、
本
会
定
款
に
基
づ

き
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で

き
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
決
算
に
際
し

　

令
和
元
年
度
決
算
に
際
し

ま
し
て
、
多
く
の
院
友
の
皆

ま
し
て
、
多
く
の
院
友
の
皆

さ
ま
、
ご
関
係
の
皆
さ
ま
の

さ
ま
、
ご
関
係
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め

て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

し
た
。

貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
、
六
〇
四
，

　

資
産
合
計
は
、
六
〇
四
，

四
四
六
，三
一
五
円
（
前
年

四
四
六
，三
一
五
円
（
前
年

度
比
五
，五
七
一
，一
五
一
円

度
比
五
，五
七
一
，一
五
一
円

減
）、
負
債
合
計
は
二
三
八
，

減
）、
負
債
合
計
は
二
三
八
，

八
五
五
，四
八
九
円
（
前
年

八
五
五
，四
八
九
円
（
前
年

度
比
四
，三
六
七
，五
五
九
円

度
比
四
，三
六
七
，五
五
九
円

増
）。
正
味
財
産
は
、
三
六

増
）。
正
味
財
産
は
、
三
六

五
，五
九
〇
，八
二
六
円
（
前

五
，五
九
〇
，八
二
六
円
（
前

年
度
比
九
，九
三
八
，七
一
〇

年
度
比
九
，九
三
八
，七
一
〇

円
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

円
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

五
，五
二
八
，三
八
六
円
（
前

五
，五
二
八
，三
八
六
円
（
前

年
比
一
一
五
，四
三
五
円
減
）。

年
比
一
一
五
，四
三
五
円
減
）。

会
費
等
は
増
益
。
講
座
関
係

会
費
等
は
増
益
。
講
座
関
係

を
含
む
事
業
収
益
が
減
益
と

を
含
む
事
業
収
益
が
減
益
と

な
っ
た
。
経
常
費
用
の
合
計

な
っ
た
。
経
常
費
用
の
合
計

は
、
一
五
五
，六
二
七
，六
一

は
、
一
五
五
，六
二
七
，六
一

二
円
（
前
年
比
三
，六
八
三
，

二
円
（
前
年
比
三
，六
八
三
，

〇
二
八
円
増
）。
講
座
講
演

〇
二
八
円
増
）。
講
座
講
演

会
事
業
、
特
定
寄
付
で
は
費

会
事
業
、
特
定
寄
付
で
は
費

用
が
減
と
な
っ
た
が
、
育
成

用
が
減
と
な
っ
た
が
、
育
成

事
業
、
同
窓
会
事
業
、
収
益

事
業
、
同
窓
会
事
業
、
収
益

事
業
に
お
い
て
、
前
年
度
と

事
業
に
お
い
て
、
前
年
度
と

比
較
し
て
費
用
が
増
と
な
っ

比
較
し
て
費
用
が
増
と
な
っ

た
。
た
。

　

財
産
目
録
（
本
会
の
全
て

　

財
産
目
録
（
本
会
の
全
て

の
資
産
・
負
債
を
示
し
た
も

の
資
産
・
負
債
を
示
し
た
も

の
）
に
お
け
る
正
味
財
産
期

の
）
に
お
け
る
正
味
財
産
期

末
残
高
は
、
三
六
五
，五
九

末
残
高
は
、
三
六
五
，五
九

〇
，八
二
六
円
と
な
っ
た
。

〇
，八
二
六
円
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度  

事
業
報
告

令
和
元
年
度  

決
算

　院友の皆さまには、平素から母校國學院　院友の皆さまには、平素から母校國學院
大學に対して、物心両面にわたってご支援大學に対して、物心両面にわたってご支援
いただき、誠にありがとうございます。いただき、誠にありがとうございます。
　今般、全世界を襲った新型コロナウイル　今般、全世界を襲った新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の感染拡大が、母ス感染症（COVID-19）の感染拡大が、母
校の学生の学びをはじめ、課外活動、就職活校の学生の学びをはじめ、課外活動、就職活
動に影響を与えているのではないかとご心動に影響を与えているのではないかとご心
配をいただき、また、「頑張れ、頑張れ」と心配をいただき、また、「頑張れ、頑張れ」と心
温まる激励のお言葉も数多くいただきまし温まる激励のお言葉も数多くいただきまし
た。深く深く感謝申し上げます。た。深く深く感謝申し上げます。
　この未曾有の災禍は、これまで対面授業　この未曾有の災禍は、これまで対面授業
を当たり前として展開してきた大学教育のを当たり前として展開してきた大学教育の
あり方を根幹から揺り動かし、問い直しをあり方を根幹から揺り動かし、問い直しを
迫るものでもありました。迫るものでもありました。
　大学は、３月以来、学生、教職員の生命・　大学は、３月以来、学生、教職員の生命・
身体を守り、学びを守ることを第一義にし身体を守り、学びを守ることを第一義にし
て、教学運営にあたってきました。以下て、教学運営にあたってきました。以下
に、学生の学修活動、就職活動、課外活動に、学生の学修活動、就職活動、課外活動
等の現状を報告いたします。等の現状を報告いたします。
学修活動の現状
　本年度は、政府の緊急事態宣言の発出、　本年度は、政府の緊急事態宣言の発出、
東京都の措置を受けて、５月７日から、す東京都の措置を受けて、５月７日から、す
べて遠隔授業で開始しました。対面授業をべて遠隔授業で開始しました。対面授業を
主として展開してきた大学教育において、主として展開してきた大学教育において、
学生にとっても、教員にとっても初めての学生にとっても、教員にとっても初めての
経験であり、この間、学生に複数回の受講経験であり、この間、学生に複数回の受講
アンケートを行い、通信機器（モバイルルアンケートを行い、通信機器（モバイルル
ーター及びノートパソコン）無償貸し出ーター及びノートパソコン）無償貸し出

し、遠隔授業内容の改善に努めています。し、遠隔授業内容の改善に努めています。
後期の授業については、未だ、後期の授業については、未だ、COVID-19COVID-19
の感染の懸念があり、原則遠隔授業の形態の感染の懸念があり、原則遠隔授業の形態
をとることとし、実習、実技及び一部の演をとることとし、実習、実技及び一部の演
習科目については、三密対策を講じた上で習科目については、三密対策を講じた上で
対面授業とすることにしました。対面授業対面授業とすることにしました。対面授業
においては、個々の学生の環境によって、においては、個々の学生の環境によって、
登校が難しい学生が不利益を被らないよう登校が難しい学生が不利益を被らないよう
に、ハイブリッド方式（対面、遠隔双方向に、ハイブリッド方式（対面、遠隔双方向
可能な授業方式）も採用しています。可能な授業方式）も採用しています。
　また、学部生、大学院生に対する経済支　また、学部生、大学院生に対する経済支
援として、『緊急修学支援費』（自宅通学者援として、『緊急修学支援費』（自宅通学者
３万円、自宅外通学者５万円）と『修学支３万円、自宅外通学者５万円）と『修学支
援特別貸付金』（一回10万円、計三回限援特別貸付金』（一回10万円、計三回限
度）を新設し、『緊急修学支援費』は通学度）を新設し、『緊急修学支援費』は通学
者7,446名、自宅外通学者2,644名に給付者7,446名、自宅外通学者2,644名に給付
し、『修学支援特別貸付金』は延べ67名にし、『修学支援特別貸付金』は延べ67名に
実施しました。入学後に家計支持者の経済実施しました。入学後に家計支持者の経済
状況が急変した学生への支援制度である状況が急変した学生への支援制度である
『特例給付奨学金』（上限50万円）を拡充『特例給付奨学金』（上限50万円）を拡充
し、新型コロナウイルス感染症に伴い家計し、新型コロナウイルス感染症に伴い家計
支持者の休業、休職が生じた場合の支援に支持者の休業、休職が生じた場合の支援に
も対応しています。も対応しています。
　なお、一般財団法人國學院大學院友会𠮷　なお、一般財団法人國學院大學院友会𠮷
田茂穗会長から、令和２年７月２日に、未田茂穗会長から、令和２年７月２日に、未
曾有の災禍にともなう学修支援としてのご曾有の災禍にともなう学修支援としてのご
寄付を頂戴いたしました。あらためて御礼寄付を頂戴いたしました。あらためて御礼
申し上げます。申し上げます。

就職活動の現状
　COVID-19COVID-19の感染拡大の感染拡大
により、大学生を取り巻く就職環境も大変により、大学生を取り巻く就職環境も大変
厳しいものとなりました。これは本学学生厳しいものとなりました。これは本学学生
においても例外ではなく、早期から就職活においても例外ではなく、早期から就職活
動を始めていた学生はコロナ禍においても動を始めていた学生はコロナ禍においても
オンライン面接などにより就職活動を進めオンライン面接などにより就職活動を進め
ることができましたが、就職活動の開始がることができましたが、就職活動の開始が
遅れた学生は緊急事態宣言による社会環境遅れた学生は緊急事態宣言による社会環境
の停滞などにより就職活動が止まってしまの停滞などにより就職活動が止まってしま
い、夏に行った４年生向けの進路調査でい、夏に行った４年生向けの進路調査で
は、現時点では昨年に比べて低い内定率とは、現時点では昨年に比べて低い内定率と
なりました。なりました。
　このような環境下でも、就職支援部署で　このような環境下でも、就職支援部署で
あるキャリアサポート課は、学生向けの支あるキャリアサポート課は、学生向けの支
援を４月よりいち早くWEBを用いた面談援を４月よりいち早くWEBを用いた面談
やガイダンス、WEB合同企業説明会などやガイダンス、WEB合同企業説明会など
に切り替え、例年よりも学生の状況をふまに切り替え、例年よりも学生の状況をふま
えた手厚い支援を行っています。えた手厚い支援を行っています。
　また、コロナ禍は教職を目指す学生にも　また、コロナ禍は教職を目指す学生にも
影響があり、教育実習日程の後ろ倒しによ影響があり、教育実習日程の後ろ倒しによ
り教育実習前に教員採用試験が実施されるり教育実習前に教員採用試験が実施される
という状況に困惑している学生も多くいまという状況に困惑している学生も多くいま
したが、遠隔と対面を併用したガイダンスしたが、遠隔と対面を併用したガイダンス
や講座を提供し、不安の払拭に努めましや講座を提供し、不安の払拭に努めまし
た。教員採用試験の結果については、これた。教員採用試験の結果については、これ
から報告を受けるため現時点での状況は明から報告を受けるため現時点での状況は明
確ではありませんが、例年並みの結果が見確ではありませんが、例年並みの結果が見

込まれています。学生の就職活動に際して込まれています。学生の就職活動に際して
は、全国の院友の皆さまのご支援、ご指は、全国の院友の皆さまのご支援、ご指
導、時には厳しいご叱正をお願い申し上げ導、時には厳しいご叱正をお願い申し上げ
ます。ます。
課外活動の現状
　COVID-19COVID-19の感染拡大は、正課の学修活の感染拡大は、正課の学修活
動だけではなく、課外活動にも大きな影響動だけではなく、課外活動にも大きな影響
がありました。後期に入り、学生生活課の支がありました。後期に入り、学生生活課の支
援のもと、三密の対策を講じたうえで、それ援のもと、三密の対策を講じたうえで、それ
ぞれの部会は工夫した活動をしています。ぞれの部会は工夫した活動をしています。
若木祭もオンライン配信により開催し、課若木祭もオンライン配信により開催し、課
外活動の火を消さないようにしていまし外活動の火を消さないようにしていまし
た。文化団体連合会・体育連合会所属の活動た。文化団体連合会・体育連合会所属の活動
も、十全な練習はできないものの、後期に入も、十全な練習はできないものの、後期に入
り、学術研究会などはオンラインによる方り、学術研究会などはオンラインによる方
法で始動し、対外試合の開催が中止となっ法で始動し、対外試合の開催が中止となっ
ていた強化部会も様々な対策を講じて、全ていた強化部会も様々な対策を講じて、全
国大会は難しいものもありますが、関東大国大会は難しいものもありますが、関東大
会は順次開催が出来るようになりました。会は順次開催が出来るようになりました。
引き続きご声援をいただければ幸いです。引き続きご声援をいただければ幸いです。
新年に向けて
　新年度は、教員と学生、学生と学生が関　新年度は、教員と学生、学生と学生が関
わり合う中で紡ぎ出される学修活動が学生わり合う中で紡ぎ出される学修活動が学生
一人ひとりにとってかけがえのないものと一人ひとりにとってかけがえのないものと
なるように、学修環境を構築してまいりまなるように、学修環境を構築してまいりま
す。全教職員が一体となって学生支援に努す。全教職員が一体となって学生支援に努
めますので、院友の皆さまのご教導をよろめますので、院友の皆さまのご教導をよろ
しくお願い申し上げます。しくお願い申し上げます。
　結びにあたり、院友の皆さまの新魂を言　結びにあたり、院友の皆さまの新魂を言
祝ぎ申し上げるとともに、一般財団法人國祝ぎ申し上げるとともに、一般財団法人國
學院大學院友会の益々のご発展を心から祈學院大學院友会の益々のご発展を心から祈
念申し上げます。念申し上げます。

　　貸借対照表　総括表 令和2年3月31日現在／単位：円

科　目 令和元年度
決算額

平成30年度
決算額 増　減

Ⅰ資産の部

１.流動資産合計 52,531,260 48,888,935 3,642,325

２.固定資産合計 551,915,055 561,128,531 △9,213,476

　　　　資産合計 604,446,315 610,017,466 △5,571,151

Ⅱ負債の部

１.流動負債合計 59,558,989 54,353,630 5,205,359

２.固定負債合計 179,296,500 180,134,300 △837,800

　　　　負債合計 238,855,489 234,487,930 4,367,559

Ⅲ正味財産の部

１.指定正味財産 9,330,187 9,169,671 160,516

２.一般正味財産 356,260,639 366,359,865 △10,099,226

　　正味財産合計 365,590,826 375,529,536 △9,938,710

負債及び正味財産合計 604,446,315 610,017,466 △5,571,151
増減欄の△印は前年比減

新型コロナウイルス禍における
 学生の現状と新年に向けて
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國學院大學　学長  針本 正行
（はりもと・まさゆき／82文・84修文・87博後文）

　定期提出書類である内閣府への「公益目　定期提出書類である内閣府への「公益目
的支出計画実施報告書」は、６月29日に提的支出計画実施報告書」は、６月29日に提
出し、審査を経て９月14日に完了となっ出し、審査を経て９月14日に完了となっ
た。本法人の一般財団法人移行時の公益目た。本法人の一般財団法人移行時の公益目
的財産額は620,341,554円。当該事業年度末的財産額は620,341,554円。当該事業年度末
日の公益目的財産残額は449,801,327円とな日の公益目的財産残額は449,801,327円とな
っております。っております。
　本法人移行時の計画では、公益目的支出　本法人移行時の計画では、公益目的支出
計画完了予定は令和30年（2048年）３月31計画完了予定は令和30年（2048年）３月31
日でありましたが、１年短縮されて令和29日でありましたが、１年短縮されて令和29
年（2047年）３月31日の見込みです。年（2047年）３月31日の見込みです。

令和元年度

「公益目的支出計画実施報告書」
内閣府へ提出

正味財産増減計算書・予算書　総括表　　 単位：円

科　目 令和元年度
決算額

平成30年度
決算額 増　減 令和2年度

予算額
Ⅰ一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

　経常収益合計 145,528,386 145,643,821 △115,435 145,509,000

　経常費用合計 155,627,612 151,944,584 3,683,028 154,587,500

　当期経常増減額 △10,099,226 △6,300,763 △3,798,463 △9,078,500

2.経常外増減の部
　当期経常外増減額 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △10,099,226 △ 6,300,763 △3,798,463 △9,078,500

一般正味財産期首残高 366,359,865 372,660,628 △6,300,763 355,339,865

一般正味財産期末残高 356,260,639 366,359,865 △10,099,226 346,261,365

Ⅱ指定正味財産増減の部

　指定収益合計 3,260,658 2,421,025 839,633 3,452,000

一般正味財産への振替額 3,100,142 3,100,172 △30 3,100,000

当期指定正味財産増減額 160,516 △ 679,147 839,663 352,000

指定正味財産期首残高 9,169,671 9,848,818 △679,147 9,371,671

指定正味財産期末残高 9,330,187 9,169,671 160,516 9,723,671

Ⅲ正味財産期末残高 365,590,826 375,529,536 △9,938,710 355,985,036
増減欄の△印は前年比減
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山
美
津
江

7373　

新
國　

稔
秧

　

新
國　

稔
秧

7373　

東　
　

達
夫

　

東　
　

達
夫

7474　

杉
本　

卓
巳

　

杉
本　

卓
巳

7575　

巫
部
倭
文
彦

　

巫
部
倭
文
彦

7575　

谷
口　

静
夫

　

谷
口　

静
夫

7575　

箕
輪　

綱
夫

　

箕
輪　

綱
夫

7676　

佐
々
木
正
孝

　

佐
々
木
正
孝

7676　

山
口　
　

毅

　

山
口　
　

毅

7777　

安
部　

紘
章

　

安
部　

紘
章

7777　

小
田　

育
子

　

小
田　

育
子

7777　

田
嶋　

明
人

　

田
嶋　

明
人

7777　

友
野　

俊
政

　

友
野　

俊
政

7777　

中
村　

徳
雄

　

中
村　

徳
雄

7878　

蒲
生
眞
紗
雄

　

蒲
生
眞
紗
雄

7878　

佐
々
木
延
之

　

佐
々
木
延
之

7878　

鈴
木
利
恵
子

　

鈴
木
利
恵
子

7979　

小
俣　

宗
昭

　

小
俣　

宗
昭

7979　

後
藤　

武
幸

　

後
藤　

武
幸

7979　

高
木　
　

進

　

高
木　
　

進

8080　

小
川　

隆
夫

　

小
川　

隆
夫

8080　

鈴
木　

博
美

　

鈴
木　

博
美

8080　

吉
野　

正
一

　

吉
野　

正
一

8181　

石
切
山　

健

　

石
切
山　

健

8181　

内
山　

哲
雄

　

内
山　

哲
雄

8181　

室
橋　

正
行

　

室
橋　

正
行

8181　

森　
　
　

博

　

森　
　
　

博

8282　

大
家　

昌
五

　

大
家　

昌
五

8282　

清
水　

晴
子

　

清
水　

晴
子

8282　

武
田　

敦
隆

　

武
田　

敦
隆

8383　

曽
宮　

良
幸

　

曽
宮　

良
幸

8484　

工
藤　
　

敬

　

工
藤　
　

敬

8484　

昆　
　

睦
夫

　

昆　
　

睦
夫

8484　

松
島　

道
乗

　

松
島　

道
乗

8585　

青
澤　

正
明

　

青
澤　

正
明

8585　

金
田　

石
夫

　

金
田　

石
夫

8585　

林　

謙
太
郎

　

林　

謙
太
郎

8686　

卯
坂　

羊
子

　

卯
坂　

羊
子

8787　

入
子　
　

優

　

入
子　
　

優

8787　

鈴
木　

茂
幸

　

鈴
木　

茂
幸

8787　

野
川　

栄
一

　

野
川　

栄
一

8888　

安
達
美
喜
子

　

安
達
美
喜
子

8888　

中
沢　
　

純

　

中
沢　
　

純

8989　

飯
塚　
　

茂

　

飯
塚　
　

茂

8989　

梅
原　

郁
雄

　

梅
原　

郁
雄

8989　

白
田　

盛
明

　

白
田　

盛
明

9090　

宮
嵜　

千
洋

　

宮
嵜　

千
洋

9090　

八
木
原　

賢

　

八
木
原　

賢

9191　

岩
淵　

克
之

　

岩
淵　

克
之

9191　

吉
田　
　

薫

　

吉
田　
　

薫

9292　

河
合　

正
登

　

河
合　

正
登

9292　

鈴
木　

雅
己

　

鈴
木　

雅
己

9292　

原　
　

清
治

　

原　
　

清
治

9393　

嵯
峨
野
恵
子

　

嵯
峨
野
恵
子

9494　

花
山
院
弘
匡

　

花
山
院
弘
匡

9595　

岩
野
さ
と
み

　

岩
野
さ
と
み

9595　

須
貝　

成
司

　

須
貝　

成
司

9595　

田
中　

雅
実

　

田
中　

雅
実

9898　

相
川　

直
輝

　

相
川　

直
輝

9898　

伊
東　
　

久

　

伊
東　
　

久

9898　

中
山　
　

豪

　

中
山　
　

豪
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植
木　

貴
宗

　

植
木　

貴
宗

100100　

鈴
木　

裕
之

　

鈴
木　

裕
之

100100　

高
橋　

勝
巳

　

高
橋　

勝
巳

102102　

小
森　

国
彦

　

小
森　

国
彦

103103　

高
橋　
　

豊

　

高
橋　
　

豊

104104　

今
井　

美
穂

　

今
井　

美
穂

105105　

村
上　

敏
教

　

村
上　

敏
教

106106　

中
西　

直
樹

　

中
西　

直
樹

108108　

緒
方　
　

清

　

緒
方　
　

清

108108　

松
田　

佳
代

　

松
田　

佳
代

108108　

宮
城　

智
仁

　

宮
城　

智
仁

109109　

飯
窪　

季
洋

　

飯
窪　

季
洋

113113　

橋
本　

義
隆

　

橋
本　

義
隆

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

115115　

篠
﨑　

紗
雪

　

篠
﨑　

紗
雪

116116　

今
井
健
太
郎

　

今
井
健
太
郎

118118　

板
橋　

佳
実

　

板
橋　

佳
実

118118　

岩
渕　

佳
史

　

岩
渕　

佳
史

118118　

加
藤　

勝
巳

　

加
藤　

勝
巳

118118　

畠
山　

彩
子

　

畠
山　

彩
子

127127　

花
山
院
厚
廷

　

花
山
院
厚
廷

一
万
円

7474　

横
田
地
克
成

　

横
田
地
克
成

7676　

安
田
慶
逸
郎

　

安
田
慶
逸
郎

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

8383　

石
井　

康
博

　

石
井　

康
博

8484　

遠
藤　

昌
直

　

遠
藤　

昌
直

116116　

荷
見　
　

輝

　

荷
見　
　

輝

五
千
円

7575　

渡
部　

清
子

　

渡
部　

清
子

五
百
八
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

四
万
円

7575　

箕
輪　

綱
夫

　

箕
輪　

綱
夫

二
万
円

6868　

中
村　

憲
一

　

中
村　

憲
一

7171　

大
條　

修
也

　

大
條　

修
也

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8989　

白
田　

盛
明

　

白
田　

盛
明

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

推　

新
富　

康
央

推　

新
富　

康
央

推　

田
村　
　

弘

推　

田
村　
　

弘

推　

藤
間　

照
薫

推　

藤
間　

照
薫

予　

上
瀬　
　

元

予　

上
瀬　
　

元

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6666　

榎
並　

秋
晴

　

榎
並　

秋
晴

6666　

榊
原　
　

茂

　

榊
原　
　

茂

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6868　

尾
城　

和
雄

　

尾
城　

和
雄

6868　

小
玉　

寅
雄

　

小
玉　

寅
雄

6868　

由
水　

幸
平

　

由
水　

幸
平

6969　

蔦
木　

市
三

　

蔦
木　

市
三

7070　

木
内　

圀
郎

　

木
内　

圀
郎

7171　

髙
森
紀
美
子

　

髙
森
紀
美
子

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7272　

大
宮　

孝
士

　

大
宮　

孝
士

7272　

杉
本　

光
祥

　

杉
本　

光
祥

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7373　

鈴
木　

利
和

　

鈴
木　

利
和

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

7474　

大
山　

剛
二

　

大
山　

剛
二

7474　

鎌
田　

浩
輔

　

鎌
田　

浩
輔

7474　

小
林　

昭
和

　

小
林　

昭
和

7474　

杉
本　

卓
巳

　

杉
本　

卓
巳

7474　

益
井　

邦
夫

　

益
井　

邦
夫

7575　

石
井　

悦
子

　

石
井　

悦
子

7575　

谷
口　

静
夫

　

谷
口　

静
夫

7575　

辻　
　

保
雄

　

辻　
　

保
雄

7575　

中
崎　

良
次

　

中
崎　

良
次

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

佐
々
木
正
孝

　

佐
々
木
正
孝

7676　

長
谷
川
劉
二

　

長
谷
川
劉
二

7777　

古
賀　

壽
之

　

古
賀　

壽
之

7777　

友
野　

俊
政

　

友
野　

俊
政

7878　

東
條　

正
信

　

東
條　

正
信

7878　

沼
崎
知
江
子

　

沼
崎
知
江
子

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

後
藤　

武
幸

　

後
藤　

武
幸

7979　

須
田　

憲
一

　

須
田　

憲
一

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8080　

吉
野　

正
一

　

吉
野　

正
一

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8585　

田
名
部
裕
雅

　

田
名
部
裕
雅

8585　

阪
野　

貞
行

　

阪
野　

貞
行

8686　

黒
田　

和
俊

　

黒
田　

和
俊

8787　

金
澤　

真
理

　

金
澤　

真
理

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8787　

丹
治　

正
博

　

丹
治　

正
博

8888　

笠
木　

康
史

　

笠
木　

康
史

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8888　

中
沢　
　

純

　

中
沢　
　

純

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9191　

岩
淵　

克
之

　

岩
淵　

克
之

9292　

原　
　

清
治

　

原　
　

清
治

9393　

加
藤　

徳
夫

　

加
藤　

徳
夫

9393　

南
部　

洋
一

　

南
部　

洋
一

9494　

新
倉　

晶
子

　

新
倉　

晶
子

9494　

西
川　

美
保

　

西
川　

美
保

9595　

木
村　
　

剛

　

木
村　
　

剛

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9696　

三
浦　

隆
宏

　

三
浦　

隆
宏

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

伊
東　
　

久

　

伊
東　
　

久

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

100100　

田
中　

光
吉

　

田
中　

光
吉

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

103103　

蒲
田　

直
樹

　

蒲
田　

直
樹

103103　

湯
田　

崇
弘

　

湯
田　

崇
弘

104104　

今
井　

美
穂

　

今
井　

美
穂

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

105105　

高
苗　

真
理

　

高
苗　

真
理

106106　

鈴
木　

敬
一

　

鈴
木　

敬
一

111111　

大
村　

正
直

　

大
村　

正
直

114114　

上
田　

重
安

　

上
田　

重
安

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

117117　

高
橋　

朗
範

　

高
橋　

朗
範

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

119119　

古
瀬　

智
彦

　

古
瀬　

智
彦

120120　

青
木　

澄
人

　

青
木　

澄
人

124124　

青
木
貴
美
江

　

青
木
貴
美
江

三
千
円

6060　

日
笠
山
正
治

　

日
笠
山
正
治

五
百
八
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

四
万
円

7575　

箕
輪　

綱
夫

　

箕
輪　

綱
夫

二
万
円

6868　

奈
良
原
宣
久

　

奈
良
原
宣
久

7979　

後
藤　

武
幸

　

後
藤　

武
幸

9393　

福
室　

義
昭

　

福
室　

義
昭

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月

よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
額
・
卒
期
・
氏
名

に
限
っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「会費について」

皆さまよりお納め頂く『会費』・『寄付金』により、
本会は事業を行っております。
ご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　本会の会費制度についてご説明いたします。（ホームページ
【URL https://www.kokugakuin.or.jp】の『会費・寄付金のお
願い』の欄でも説明しています。併せてご覧ください）
　本会の会費は2種類ございます。一つは『年度会費』です。これ
は年度ごとに会費3,000円をお納めいただくものです。
　もう一つは『十年会費』です。年度ごとに会費を納めるのではな
く、10年分の年度会費を一括でお納めいただくものでございま
す。金額は20,000円になります。『十年会費』は、平成８年の理
事会において、本会の財政安定を図るために、寄附行為の変更を行
い、従来の『終身会費』の名称を廃止し、『十年会費』へと変更を
いたしました。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後請求されることは
なく、『終身会費廃止』は約束違反である、と思われるのは当然の
ことでありますが、院友数の増加や社会情勢をふまえ、『年度会
費』あるいは『十年会費』への切り替えに、ご理解とご協力をお願
いしよう、ということがこれまでの主旨でございます。引き続きよ
り分かり易く、より丁寧に会員の皆さまに十年会費への切り替えを
お願いして参りたいと存じます。
　何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入年から10年を
経過しますと、会報に会費依頼状を同封させていただきます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に代理徴収（終身
会費または十年会費）させていただいております。
　令和２年度分の会費については、今から10年前の118期にご卒
業の方、またそれ以前のご卒業の方で会費が未納の方には、『ご協
力をお願いいたします』が同封されます。なお、同封の依頼状が
『維持寄付金、学術・スポーツ振興資金をお願いいたします』（水
色の依頼状）から『ご協力をお願いいたします』に変わった時が、
『十年会費』の有効期限の終了になります。
　上記の会費の他に、寄付金制度がございます。『維持寄付金』と
『学術・スポーツ振興資金』の2種類です。こちらの方へもご協力
をお願いいたします。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いたします。是非皆
さま方のご協力をたまわりますようお願い申し上げます。

〈

十

年

会

費

〉

〈

十

年

会

費

〉
〈
維
持
寄
付
金
〉

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

〈
維
持
寄
付
金
〉

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

「
岩
手
県
支
部
経
由
」

三
千
円

6969　

佐
々
木　

譲

　

佐
々
木　

譲

7575　

菊
池
ユ
ウ
子

　

菊
池
ユ
ウ
子

7979　

熊
谷　

憲
治

　

熊
谷　

憲
治

8686　

大
野　

眞
男

　

大
野　

眞
男

112112　

田
苗　
　

康

　

田
苗　
　

康

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

三
千
円

9696　

黒
須　
　

貫

　

黒
須　
　

貫

109109　

千
葉　

秀
司

　

千
葉　

秀
司

「
新
潟
県
支
部
経
由
」

三
千
円

7575　

廣
井　

嗣
雄

　

廣
井　

嗣
雄

「
福
井
県
支
部
経
由
」

三
千
円

5656　

十
時　

行
雄

　

十
時　

行
雄

6060　

夛
田　

良
章

　

夛
田　

良
章

6767　

天
立　

陽
山

　

天
立　

陽
山

6969　

辻　

健
仁
郎

　

辻　

健
仁
郎

7070　

梅
田　

紀
壽

　

梅
田　

紀
壽

7070　

桑
原　

恒
明

　

桑
原　

恒
明

7070　

山
本　

明
徳

　

山
本　

明
徳

7171　

宮
川　
　

脩

　

宮
川　
　

脩

7272　

豊
島
稜
威
夫

　

豊
島
稜
威
夫

7373　

小
島　

幸
雄

　

小
島　

幸
雄

7373　

森
阪　

晃
次

　

森
阪　

晃
次

7474　

下
村　

保
子

　

下
村　

保
子

7575　

木
藤　

雅
子

　

木
藤　

雅
子

7575　

渡
辺　
　

隆

　

渡
辺　
　

隆

7676　

杉
本　

昭
憲

　

杉
本　

昭
憲

8080　

石
塚　

憲
治

　

石
塚　

憲
治

8080　

小
倉　

好
廣

　

小
倉　

好
廣

8080　

加
藤
木
照
子

　

加
藤
木
照
子

8080　

南
澤　

一
敏

　

南
澤　

一
敏

8282　

白
崎　

隆
夫

　

白
崎　

隆
夫

8383　

寺
沢　

久
直

　

寺
沢　

久
直

8484　

赤
坂　

康
夫

　

赤
坂　

康
夫

8787　

谷
川　

元
孝

　

谷
川　

元
孝

8989　

福
山　

泰
江

　

福
山　

泰
江

9696　

上
坂　

省
一

　

上
坂　

省
一

9696　

佐
々
木　

智

　

佐
々
木　

智

9898　

天
立　

雅
浩

　

天
立　

雅
浩

103103　

岩
本　

宗
剛

　

岩
本　

宗
剛

103103　

桑
原　

宏
明

　

桑
原　

宏
明

104104　

斎
藤　

直
子

　

斎
藤　

直
子

105105　

吉
田　

武
美

　

吉
田　

武
美

108108　

宮
田　
　

京

　

宮
田　
　

京

108108　

宮
田　
　

卓

　

宮
田　
　

卓

108108　

山
本　

祥
嗣

　

山
本　

祥
嗣

109109　

新
田　

義
和

　

新
田　

義
和

111111　

角　
　

明
浩

　

角　
　

明
浩

119119　

赤
坂　

直
哉

　

赤
坂　

直
哉

119119　

上
田　

卓
也

　

上
田　

卓
也

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

9696　

薄
井　

健
史

　

薄
井　

健
史

「
奈
良
県
支
部
経
由
」

六
千
円

8282　

久
保
田
昌
孝

　

久
保
田
昌
孝

8585　

西
野　

敬
一

　

西
野　

敬
一

8787　

中
熊　

義
貢

　

中
熊　

義
貢

8888　

塙　
　

国
秀

　

塙　
　

国
秀

9090　

北
島　

利
雄

　

北
島　

利
雄

9393　

長
倉　

健
一

　

長
倉　

健
一

9999　

北
村　

靖
彦

　

北
村　

靖
彦

三
千
円

7575　

三
好　

敏
光

　

三
好　

敏
光

8080　

上
明
代
康
男

　

上
明
代
康
男

「
鶴
岡
八
幡
宮
経
由
」

三
千
円

7373　

𠮷
田　

茂
穗

𠮷
田　

茂
穗

8282　

國
生　

護
衛

　

國
生　

護
衛

8686　

瀧
森　
　

好

　

瀧
森　
　

好

8787　

小
峰　

敏
司

　

小
峰　

敏
司

8888　

岡
野　

真
樹

　

岡
野　

真
樹

8888　

柴
田　

直
輝

　

柴
田　

直
輝

9191　

橋
本　
　

篤

　

橋
本　
　

篤

9494　

高
橋　

永
治

　

高
橋　

永
治

9595　

藤
江　

正
鎮

　

藤
江　

正
鎮

9797　

西
川　

英
寿

　

西
川　

英
寿

9797　

久
田　

貴
之

　

久
田　

貴
之

9999　

角
井　
　

司

　

角
井　
　

司

102102　

嶋　
　

秀
記

　

嶋　
　

秀
記

102102　

龍
山　

源
和

　

龍
山　

源
和

104104　

井
上　

眞
一

　

井
上　

眞
一

106106　

阿
久
津
卓
也

　

阿
久
津
卓
也

107107　

勝
矢　
　

聡

　

勝
矢　
　

聡

108108　

南　

惣
一
郎

　

南　

惣
一
郎

110110　

軽
部　
　

弦

　

軽
部　
　

弦

113113　

谷
口　

征
司

　

谷
口　

征
司

114114　

小
山
そ
の
子

　

小
山
そ
の
子

119119　

大
畑　

孝
子

　

大
畑　

孝
子

119119　

丹
羽　
　

恒

　

丹
羽　
　

恒

121121　

神
谷　

直
樹

　

神
谷　

直
樹

121121　

櫻
木　

宏
昌

　

櫻
木　

宏
昌

121121　

宮
本　

龍
一

　

宮
本　

龍
一

122122　

稲
向　

智
文

　

稲
向　

智
文

123123　

坂
本　

尚
文

　

坂
本　

尚
文

124124　

小
澤　

湧
哉

　

小
澤　

湧
哉

124124　

梨
子
田
雅
俊

　

梨
子
田
雅
俊

125125　

大
戸　

翔
悟

　

大
戸　

翔
悟

125125　

感
見　

陽
奈

感
見　

陽
奈

125125　

嶺　
　

崇
紀

　

嶺　
　

崇
紀

126126　

田
上　

敬
之

　

田
上　

敬
之

127127　

田
中　

啓
瑛

　

田
中　

啓
瑛

127127　

山
口　

和
久

　

山
口　

和
久

◆　

◆

三
千
円

5454　

久
我　

正
久

　

久
我　

正
久

6565　

河
村　

保
行

　

河
村　

保
行

6767　

日
野　

敬
一

　

日
野　

敬
一

6868　

久
保　

附
夫

　

久
保　

附
夫

7373　

石
倉　

辰
子

　

石
倉　

辰
子

7474　

伊
藤　

甲
一

　

伊
藤　

甲
一

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7676　

淡
路　

雅
夫

　

淡
路　

雅
夫

7676　

塩
垣　

邦
久

　

塩
垣　

邦
久

7777　

木
村　

克
彦

　

木
村　

克
彦

7777　

田
中
館
紀
子

　

田
中
館
紀
子

7777　

三
谷　

健
二

　

三
谷　

健
二

7979　

大
平　

俊
文

　

大
平　

俊
文

7979　

小
方　

孝
次

　

小
方　

孝
次

7979　

菊
地
鐐
二
郎

　

菊
地
鐐
二
郎

8080　

伊
東
佐
和
子

　

伊
東
佐
和
子

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

8080　

玉
井　

治
夫

　

玉
井　

治
夫

8080　

藤
井
み
ゆ
き

　

藤
井
み
ゆ
き

8181　

立
松　
　

彰

　

立
松　
　

彰

8181　

吉
沢　

安
嗣

　

吉
沢　

安
嗣

8282　

林　
　

豊
蔵

　

林　
　

豊
蔵

8383　

石
井　

康
博

　

石
井　

康
博

8484　

今
林　

友
治

　

今
林　

友
治

8484　

遠
藤　

昌
直

　

遠
藤　

昌
直

8585　

伯
耆
原
敏
男

　

伯
耆
原
敏
男

8787　
久
保
田
あ
か
ね

久
保
田
あ
か
ね

8989　

杉
本　
　

慎

　

杉
本　
　

慎

9292　

山
田　

政
幸

　

山
田　

政
幸

9393　

川
代　

幸
浩

　

川
代　

幸
浩

9393　

平
野　
　

芳

　

平
野　
　

芳

9898　

金
子
有
希
子

　

金
子
有
希
子

107107　

浦
志　

淳
一

　

浦
志　

淳
一

110110　

鴨
下　

明
子

　

鴨
下　

明
子

113113　

石
井　

信
之

　

石
井　

信
之

120120　

牧
野　

良
亮

　

牧
野　

良
亮

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

二
万
円

8181　

鍵　
　

三
夫

　

鍵　
　

三
夫

◆　◆　

◆

二
万
円

推　

秋
山　

英
治

推　

秋
山　

英
治

7474　

植
木　

保
子

　

植
木　

保
子

7575　

南　
　

昌
宏

　

南　
　

昌
宏

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

三
橋　

景
子

　

三
橋　

景
子

8282　

菅
原　

和
博

　

菅
原　

和
博

8383　

尾
崎　

市
朗

　

尾
崎　

市
朗

9191　

小
泉　

信
義

　

小
泉　

信
義

9393　

桜
井　
　

丸

　

桜
井　
　

丸

9595　

河
野　
　

薫

　

河
野　
　

薫

9696　

古
俣　
　

恵

　

古
俣　
　

恵

9797　

野
根　

茂
治

　

野
根　

茂
治

110110　

園
田
健
太
郎

　

園
田
健
太
郎

116116　

荷
見　
　

輝

　

荷
見　
　

輝

「
山
梨
県
支
部
経
由
」

三
千
円

8181　

渡
辺　
　

学

　

渡
辺　
　

学

9090　

萱
沼　

延
浩

　

萱
沼　

延
浩

106106　

丹
澤　

規
予

　

丹
澤　

規
予

「
寒
川
神
社
経
由
」

三
千
円

8080　

利
根　

康
教

　

利
根　

康
教

8686　

前
島　
　

正

　

前
島　
　

正

8989　

鈴
木　

康
宏

　

鈴
木　

康
宏

9393　

石
黒　

邦
彦

　

石
黒　

邦
彦

9393　

井
出　

貴
史

　

井
出　

貴
史

9595　

井
上　

浩
之

　

井
上　

浩
之

9595　

田
中　

義
宣

　

田
中　

義
宣

9898　

坂
本　

晋
一

　

坂
本　

晋
一

106106　

田
中　

喜
隆

　

田
中　

喜
隆

107107　

伊
藤　

龍
哉

　

伊
藤　

龍
哉

111111　

小
野　

俊
之

　

小
野　

俊
之

111111　

高
畠　
　

弘

　

高
畠　
　

弘

111111　

中
西　

正
史

　

中
西　

正
史

113113　

小
松　

義
麿

　

小
松　

義
麿

113113　

水
谷　

祐
也

　

水
谷　

祐
也

114114　

國
生　

隆
也

　

國
生　

隆
也

114114　

立
岩　

秀
夫

　

立
岩　

秀
夫

117117　

湯
田　

敬
介

　

湯
田　

敬
介

118118　

小
澤　

佳
次

　

小
澤　

佳
次

118118　

田
村　

拓
之

　

田
村　

拓
之

123123　

加
藤　

芳
朗

　

加
藤　

芳
朗

125125　

石
垣　

仁
薫

　

石
垣　

仁
薫

126126　

角
河　

礼
隆

　

角
河　

礼
隆

◆　

◆

六
千
円

6868　

桑
原　

正
章

　

桑
原　

正
章

三
千
円

予　

上
瀬　
　

元

予　

上
瀬　
　

元

4545　

松
岡　

禮
一

　

松
岡　

禮
一

5050　

北
構　

保
男

　

北
構　

保
男

5353　

守
谷　

和
穂

　

守
谷　

和
穂

5454　

久
我　

一
愃

　

久
我　

一
愃

5555　

佐
光　

慈
豊

　

佐
光　

慈
豊

5858　

突
川　

吉
夫

　

突
川　

吉
夫

5858　

物
部
忠
三
郎

　

物
部
忠
三
郎

6060　

宇
野　

正
輝

　

宇
野　

正
輝

6060　

桐
山　

金
吾

　

桐
山　

金
吾

6161　

大
塚　

康
夫

　

大
塚　

康
夫

6161　

大
原　

春
子

　

大
原　

春
子

6161　

栗
岩　

英
雄

　

栗
岩　

英
雄

6262　

北
條　

俊
朗

　

北
條　

俊
朗

6363　

田
村　

定
彦

　

田
村　

定
彦

6363　

堤　
　

三
郎

　

堤　
　

三
郎

6464　

池
田　

良
一

　

池
田　

良
一

6464　

小
田
桐
松
子

　

小
田
桐
松
子

6464　

渋
谷　

謙
二

　

渋
谷　

謙
二

6464　

鈴
木
美
代
子

　

鈴
木
美
代
子

6464　

田
中　
　

怜

　

田
中　
　

怜

6464　

芳
賀
恵
美
子

　

芳
賀
恵
美
子

6464　

平
賀
日
出
世

　

平
賀
日
出
世

6464　

松
本　
　

儔

　

松
本　
　

儔

6565　

市
川　

忠
夫

　

市
川　

忠
夫

6565　

大
芝　
　

貫

　

大
芝　
　

貫

6565　

小
野　

孝
良

　

小
野　

孝
良

6565　

葛
西　

六
郎

　

葛
西　

六
郎

6565　

黒
田　

和
彦

　

黒
田　

和
彦

6565　

木
幡　

輝
秋

　

木
幡　

輝
秋

6565　

佐
藤　
　

正

　

佐
藤　
　

正

6565　

藤
島　

秀
隆

　

藤
島　

秀
隆

6565　

麦
倉　

孝
之

　

麦
倉　

孝
之

6565　

安
永　

享
滋

　

安
永　

享
滋

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6666　

岩
田　

文
夫

　

岩
田　

文
夫

6666　

潮
田　

伸
子

　

潮
田　

伸
子

6666　

榎
並　

秋
晴

　

榎
並　

秋
晴

6666　

金
子　

恵
一

　

金
子　

恵
一

6666　

北
澤
不
二
彌

　

北
澤
不
二
彌

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

高
橋　

貞
久

　

高
橋　

貞
久

6666　

田
村　

哲
男

　

田
村　

哲
男

6666　

福
田　

健
一

　

福
田　

健
一

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6666　

摩
尼　

久
晴

　

摩
尼　

久
晴

6666　

三
堀　

臣
一

　

三
堀　

臣
一

6666　

森
山　

茂
乃

　

森
山　

茂
乃

6767　
宇
津
木
卯
太
郎

宇
津
木
卯
太
郎

6767　

大
亀　

恒
芳

　

大
亀　

恒
芳

6767　

倉
田　

重
信

　

倉
田　

重
信

6767　

駒
木　

二
郎

　

駒
木　

二
郎

6767　

近
藤　
　

弘

　

近
藤　
　

弘

6767　

斉
藤　

勝
重

　

斉
藤　

勝
重

6767　

酒
匂
雄
次
郎

　

酒
匂
雄
次
郎

6767　

宮
沢　

宥
文

　

宮
沢　

宥
文

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6868　

重
盛　

一
哉

　

重
盛　

一
哉

6868　

篠
崎　

金
司

　

篠
崎　

金
司

6868　

月
田　

秀
吾

　

月
田　

秀
吾

6868　

中
橋　

正
彦

　

中
橋　

正
彦

6868　

松
井　
　

弘

　

松
井　
　

弘

6868　

村
山　

武
雄

　

村
山　

武
雄

6868　

柳　
　
　

繁

　

柳　
　
　

繁

6868　

山
川　

哲
子

　

山
川　

哲
子

6969　

青
山
亮
次
郎

　

青
山
亮
次
郎

6969　

飯
田　

淳
美

　

飯
田　

淳
美

6969　

石
井　

紀
之

　

石
井　

紀
之

6969　

宇
佐　

公
興

　

宇
佐　

公
興

6969　

川
村　

明
男

　

川
村　

明
男

6969　

櫻
井　

武
臣

　

櫻
井　

武
臣

6969　

鈴
木　

寿
子

　

鈴
木　

寿
子

6969　

角
田　

恒
雄

　

角
田　

恒
雄

6969　

田
代　

壽
興

　

田
代　

壽
興

6969　

蔦
木　

市
三

　

蔦
木　

市
三

6969　

南
里　

昌
宏

　

南
里　

昌
宏

6969　

廣
瀬　

文
夫

　

廣
瀬　

文
夫

6969　

本
田　

勝
義

　

本
田　

勝
義

6969　

水
島
清
一
郎

　

水
島
清
一
郎

6969　

横
山　

浪
子

　

横
山　

浪
子

6969　

吉
野　

高
明

　

吉
野　

高
明

6969　

米
満　

誠
一

　

米
満　

誠
一

7070　

有
泉　

喜
弘

　

有
泉　

喜
弘

7070　

大
森　

利
憲

　

大
森　

利
憲

7070　

小
野
寺
恒
夫

　

小
野
寺
恒
夫

7070　

金
井　

泰
子

　

金
井　

泰
子

7070　

小
島　

英
子

　

小
島　

英
子

7070　

小
林
あ
け
み

　

小
林
あ
け
み

7070　

桜
井　

基
生

　

桜
井　

基
生

7070　

桜
庭　

弘
康

　

桜
庭　

弘
康

7070　

末
安　

大
孝

　

末
安　

大
孝

7070　

菅
原　

貞
良

　

菅
原　

貞
良

7070　

田
辺　

経
世

　

田
辺　

経
世

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7070　

野
田　

治
夫

　

野
田　

治
夫

7070　

東
出　

伸
司

　

東
出　

伸
司

7070　

増
山　
　

博

　

増
山　
　

博

7070　

町
田　

士
郎

　

町
田　

士
郎

7070　

吉
澤　

文
治

　

吉
澤　

文
治

7070　

渡
邊　

英
一

　

渡
邊　

英
一

7070　

渡
辺　

正
之

　

渡
辺　

正
之

7171　

上
野　

栄
造

　

上
野　

栄
造

7171　

内
海　

泰
彦

　

内
海　

泰
彦

7171　

海
野　

信
義

　

海
野　

信
義

7171　

大
沼　
　

満

　

大
沼　
　

満

7171　

岡
本　

久
生

　

岡
本　

久
生

7171　

木
村　

忠
臣

　

木
村　

忠
臣

7171　

後
藤　

秀
人

　

後
藤　

秀
人

7171　

柴
崎　
　

裕

　

柴
崎　
　

裕

7171　

武
山　

哲
雄

　

武
山　

哲
雄

7171　

中
川　

征
人

　

中
川　

征
人

7171　

船
木　

保
徳

　

船
木　

保
徳

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7272　

漆
原　

敏
雄

　

漆
原　

敏
雄

7272　

大
谷　

長
弘

　

大
谷　

長
弘

7272　

大
宮　

孝
士

　

大
宮　

孝
士

7272　

金
井
紀
久
子

　

金
井
紀
久
子

7272　

砂
田　

政
輝

　

砂
田　

政
輝

7272　

田
中
興
一
郎

　

田
中
興
一
郎

7272　

仲　
　

洋
行

　

仲　
　

洋
行

7272　

中
尾　

建
三

　

中
尾　

建
三

7272　

西
出　

善
明

　

西
出　

善
明

7272　

西
村　

正
敬

　

西
村　

正
敬

7373　

井
草　

文
恵

　

井
草　

文
恵

7373　

石
原　

敬
士

　

石
原　

敬
士

7373　

櫟
木
晋
一
郎

　

櫟
木
晋
一
郎

7373　

小
口　

佳
祐

　

小
口　

佳
祐

7373　

河
原
崎
一
樹

　

河
原
崎
一
樹

7373　

島
村　

賢
寛

　

島
村　

賢
寛

7373　

白
澤　

敏
明

　

白
澤　

敏
明

7373　

鈴
木
千
賀
子

　

鈴
木
千
賀
子

7373　

芹
ヶ
野
憲
一

　

芹
ヶ
野
憲
一

7373　

秩
父　

克
美

　

秩
父　

克
美

7373　

西
森　

和
子

　

西
森　

和
子

7373　

根
岸　

英
樹

　

根
岸　

英
樹

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7373　

細
川　
　

孝

　

細
川　
　

孝

7373　

松
田　

武
彦

　

松
田　

武
彦

7373　

松
宮　

兼
房

　

松
宮　

兼
房

7373　

御
堂　

公
誉

　

御
堂　

公
誉

7373　

三
宅　

恒
夫

　

三
宅　

恒
夫

7373　

吉
田　

源
彦

　

吉
田　

源
彦

7373　

米
倉　

宏
和

　

米
倉　

宏
和

7474　

味
岡　

治
男

　

味
岡　

治
男

7474　

伊
藤　

甲
一

　

伊
藤　

甲
一

7474　

今
井　

文
武

　

今
井　

文
武

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7474　

内
山
今
佐
己

　

内
山
今
佐
己

7474　

小
野
沢
忠
男

　

小
野
沢
忠
男

7474　

鹿
島　

昭
一

　

鹿
島　

昭
一

7474　

草
間　

隆
雄

　

草
間　

隆
雄

7474　

久
保　

威
雄

　

久
保　

威
雄

7474　

黒
沼　

英
男

　

黒
沼　

英
男

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

神
津　

秀
章

　

神
津　

秀
章

7474　

小
林　

昭
和

　

小
林　

昭
和

7474　

小
松
崎
文
夫

　

小
松
崎
文
夫

7474　

塩
見　

威
雄

　

塩
見　

威
雄

7474　

仙
石　

葉
子

　

仙
石　

葉
子

7474　

辻
畑　
　

弘

　

辻
畑　
　

弘

7474　

富
塚　

陽
康

　

富
塚　

陽
康

7474　

永
田　

忠
以

　

永
田　

忠
以

7474　

花
松　

忠
義

　

花
松　

忠
義

7474　

晴
山　
　

紘

　

晴
山　
　

紘

7474　

益
井　

邦
夫

　

益
井　

邦
夫

7474　

松
橋　

繁
春

　

松
橋　

繁
春

7474　

松
元　

邦
夫

　

松
元　

邦
夫

7474　

杠　
　

正
吉

　

杠　
　

正
吉

7474　

和
田　

邦
光

　

和
田　

邦
光

7575　

居
関
征
四
郎

　

居
関
征
四
郎

7575　

市
川　

一
夫

　

市
川　

一
夫

7575　

上
田　

京
子

　

上
田　

京
子

7575　

川
井　
　

勇

　

川
井　
　

勇

7575　

川
野　
　

洋

　

川
野　
　

洋

7575　

小
池　

千
穎

　

小
池　

千
穎

7575　

鈴
木　

秀
夫

　

鈴
木　

秀
夫

7575　

髙
市　

明
浩

　

髙
市　

明
浩

7575　

田
中　
　

猛

　

田
中　
　

猛

7575　

鳴
島　

勇
三

　

鳴
島　

勇
三

7575　

御
床　

治
之

　

御
床　

治
之

7676　

飯
森　

隆
年

　

飯
森　

隆
年

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

河
本　

雅
通

　

河
本　

雅
通

7676　

菊
池　

儀
明

　

菊
池　

儀
明

7676　

白
神
美
佐
子

　

白
神
美
佐
子

7676　

舘　
　

満
弘

　

舘　
　

満
弘

7676　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

7676　

花
井　

利
彦

　

花
井　

利
彦

7676　

福
田　

治
樹

　

福
田　

治
樹

7676　

松
井　

保
憲

　

松
井　

保
憲

7777　

飯
田　

光
子

　

飯
田　

光
子

7777　

石
山　

克
之

　

石
山　

克
之

7777　

加
賀　

国
憲

　

加
賀　

国
憲

7777　

金
子　
　

晃

　

金
子　
　

晃

7777　

蔵
重
美
佐
子

　

蔵
重
美
佐
子

7777　

古
賀　

壽
之

　

古
賀　

壽
之

7777　

小
松　

潮
美

　

小
松　

潮
美

7777　

小
山　

清
征

　

小
山　

清
征

7777　

近
藤　

眞
一

　

近
藤　

眞
一

7777　

相
馬　

秀
和

　

相
馬　

秀
和

7777　

高
岡　

整
一

　

高
岡　

整
一

7777　

田
澤　
　

昇

　

田
澤　
　

昇

7777　

田
中　

清
昭

　

田
中　

清
昭

7777　

三
谷　

健
二

　

三
谷　

健
二

7878　

上
原　

勝
彦

　

上
原　

勝
彦

7878　

大
日
向　

武

　

大
日
向　

武

7878　

鴨　

三
津
夫

　

鴨　

三
津
夫

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

笹
井　

民
男

　

笹
井　

民
男

7878　

関
根　

静
穂

　

関
根　

静
穂

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

田
中　

誠
治

　

田
中　

誠
治

7878　

千
葉　

拓
司

　

千
葉　

拓
司

7878　

戸
澤　

明
夫

　

戸
澤　

明
夫

7878　

中
西　

邦
夫

　

中
西　

邦
夫

7878　

中
丸　

一
輝

　

中
丸　

一
輝

7878　

南
波　

幸
雄

　

南
波　

幸
雄

7878　

新
納　

睦
夫

　

新
納　

睦
夫

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

7878　

山
崎　

勝
義

　

山
崎　

勝
義

7878　

山
本　

靖
雄

　

山
本　

靖
雄

7878　

四
柳　

一
麿

　

四
柳　

一
麿

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

7979　

安
藤　
　

始

　

安
藤　
　

始

7979　

池
田　

佑
司

　

池
田　

佑
司

7979　

小
澤　

功
明

　

小
澤　

功
明

7979　

小
野　

正
一

　

小
野　

正
一

7979　

小
杉　

和
雄

　

小
杉　

和
雄

7979　

斉
藤　

茂
美

　

斉
藤　

茂
美

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

中
川　

春
雄

　

中
川　

春
雄

7979　

萩
原　

正
雄

　

萩
原　

正
雄

7979　

萩
原　

正
美

　

萩
原　

正
美

7979　

平
田　

千
秋

　

平
田　

千
秋

7979　

平
田
美
都
子

　

平
田
美
都
子

7979　

町
田　
　

進

　

町
田　
　

進

7979　

松
本　

和
夫

　

松
本　

和
夫

7979　

眞
弓　
　

秀

　

眞
弓　
　

秀

8080　

飯
濱　

正
夫

　

飯
濱　

正
夫

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

8080　

石
山　

信
昭

　

石
山　

信
昭

8080　

小
沢　

美
明

　

小
沢　

美
明

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

篭
尾　

博
子

　

篭
尾　

博
子

8080　

佐
藤　

芳
孝

　

佐
藤　

芳
孝

8080　

白
川　

牧
子

　

白
川　

牧
子

8080　

白
川　

宗
昭

　

白
川　

宗
昭

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8080　

遠
山　

秀
樹

　

遠
山　

秀
樹

8080　

戸
川　

二
郎

　

戸
川　

二
郎

8080　

戸
澤　

和
夫

　

戸
澤　

和
夫

8080　

服
部　

公
一

　

服
部　

公
一

8080　

藤
井
真
由
美

　

藤
井
真
由
美

8080　

宮
本　

明
雄

　

宮
本　

明
雄

8080　

山
本　

義
男

　

山
本　

義
男

8080　

横
尾　

邦
光

　

横
尾　

邦
光

8181　

池
田　

修
司

　

池
田　

修
司

8181　

一
ノ
澤
澄
夫

　

一
ノ
澤
澄
夫

8181　

伊
藤　

洋
一

　

伊
藤　

洋
一

8181　

今
井　

一
実

　

今
井　

一
実

8181　

江
頭　

信
広

　

江
頭　

信
広

8181　

神
田　

典
明

　

神
田　

典
明

8181　

近
藤　
　

清

　

近
藤　
　

清

8181　

佐
々
木
秋
男

　

佐
々
木
秋
男

8181　

鈴
木　

友
房

　

鈴
木　

友
房

8181　

中
出　

文
夫

　

中
出　

文
夫

8181　

新
野　

博
子

　

新
野　

博
子

8181　

古
谷　

誠
司

　

古
谷　

誠
司

8181　

湯
浅　

典
男

　

湯
浅　

典
男

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

川
上　

幸
彦

　

川
上　

幸
彦

8282　

北
崎　

正
通

　

北
崎　

正
通

8282　

瀬
戸
口
和
行

　

瀬
戸
口
和
行

8282　

千
原　

孝
通

　

千
原　

孝
通

8282　

土
持　

正
樹

　

土
持　

正
樹

8282　

三
宅　
　

強

　

三
宅　
　

強

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

鵜
沢　

昌
弘

　

鵜
沢　

昌
弘

8383　

江
口　

彰
夫

　

江
口　

彰
夫

8383　

勝
目
伸
次
郎

　

勝
目
伸
次
郎

8383　

加
茂　

信
昭

　

加
茂　

信
昭

8383　

川
田　
　

等

　

川
田　
　

等

8383　

斎
藤　

敬
司

　

斎
藤　

敬
司

8383　

坂
本　

文
男

　

坂
本　

文
男

8383　

桜
井　
　

仁

　

桜
井　
　

仁

8383　

佐
藤　

信
弘

　

佐
藤　

信
弘

8383　

白
井
直
三
郎

　

白
井
直
三
郎

8383　

千
種　

順
一

　

千
種　

順
一

8383　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

8383　

野
村　
　

剛

　

野
村　
　

剛

8383　

福
田　

恭
子

　

福
田　

恭
子

8383　

福
田　
　

勉

　

福
田　
　

勉

8383　

船
橋　

幸
夫

　

船
橋　

幸
夫

8383　

森　
　
　

融

　

森　
　
　

融

8383　

幸
田　

真
人

　

幸
田　

真
人

8383　

横
山
多
賀
彦

　

横
山
多
賀
彦

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8383　

鷲
尾　
　

隆

　

鷲
尾　
　

隆

8383　

渡
辺　

英
明

　

渡
辺　

英
明

8484　

石
塚　
　

泉

　

石
塚　
　

泉

8484　

尾
崎
喜
代
子

　

尾
崎
喜
代
子

8484　

河
島　

一
夫

　

河
島　

一
夫

8484　

菊
池　

吉
郎

　

菊
池　

吉
郎

8484　

京
條　

紀
行

　

京
條　

紀
行

8484　

黒
目　

達
朗

　

黒
目　

達
朗

8484　

小
林
洋
一
郎

　

小
林
洋
一
郎

8484　

塩
満　

義
人

　

塩
満　

義
人

8484　

大
藤　

豊
巳

　

大
藤　

豊
巳

8484　

高
橋　

千
里

　

高
橋　

千
里

8484　

中
里　

英
里

　

中
里　

英
里

8484　

中
村
栄
利
子

　

中
村
栄
利
子

8484　

坂
東　
　

昭

　

坂
東　
　

昭

8484　

水
谷　
　

正

　

水
谷　
　

正

8484　

武
藤　

美
登

　

武
藤　

美
登

8484　

山
田　

紳
夫

　

山
田　

紳
夫

8585　

上
野　

三
郎

　

上
野　

三
郎

8585　

遠
藤　

嘉
英

　

遠
藤　

嘉
英

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

轡
田　

勝
繁

　

轡
田　

勝
繁

8585　

竹
野
内
禎
子

　

竹
野
内
禎
子

8585　

鳥
越　

和
幸

　

鳥
越　

和
幸

8585　

中
村　

和
之

　

中
村　

和
之

8585　

西
谷　

榮
治

　

西
谷　

榮
治

8585　

野
村　

壽
志

　

野
村　

壽
志

8585　

細
野　

政
和

　

細
野　

政
和

8585　

松
田　

輝
雄

　

松
田　

輝
雄

8585　

吉
村　

伸
哉

　

吉
村　

伸
哉

8686　

安
達　
　

明

　

安
達　
　

明

8686　

有
賀　

寛
典

　

有
賀　

寛
典

8686　

岩
崎　

雅
美

　

岩
崎　

雅
美

8686　

太
田　

正
吾

　

太
田　

正
吾

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8686　

坂
出　

譲
治

　

坂
出　

譲
治

8686　

西
山　

和
範

　

西
山　

和
範

8686　

早
川　

政
弘

　

早
川　

政
弘

8686　

山
田　

祐
輔

　

山
田　

祐
輔

8686　

柚
井　

正
道

　

柚
井　

正
道

8787　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8787　

熊
谷　

剛
文

　

熊
谷　

剛
文

8787　

倉
下　

正
弘

　

倉
下　

正
弘

8787　

小
泉　

勝
俊

　

小
泉　

勝
俊

8787　

坂
上　

和
泉

　

坂
上　

和
泉

8787　

佐
々
木
京
子

　

佐
々
木
京
子

8787　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

8787　

蜂
須
賀
隆
文

　

蜂
須
賀
隆
文

8787　

藤
原　
　

優

　

藤
原　
　

優

8787　

本
田　

善
彦

　

本
田　

善
彦

8787　

間
宮　
　

敏

　

間
宮　
　

敏

8787　

安
本　

和
秋

　

安
本　

和
秋

8787　

山
本　

雅
緒

　

山
本　

雅
緒

8888　

石
川　

求
久

　

石
川　

求
久

8888　

宇
木　

茂
樹

　

宇
木　

茂
樹

8888　

大
木　

孝
男

　

大
木　

孝
男

8888　

大
村　

光
正

　

大
村　

光
正

8888　

熊
谷　
　

隆

　

熊
谷　
　

隆

8888　

澤　
　

正
二

　

澤　
　

正
二

8888　

杉
内　

聡
恵

　

杉
内　

聡
恵

8888　

杉
山　

晃
嗣

　

杉
山　

晃
嗣

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

平
塚　

誠
司

　

平
塚　

誠
司

8888　

前
島　

和
子

　

前
島　

和
子

8888　

丸
山　

喜
秀

　

丸
山　

喜
秀

8888　

三
浦　

正
典

　

三
浦　

正
典

8989　

東
谷　

一
彦

　

東
谷　

一
彦

8989　

川
俣　

晴
子

　

川
俣　

晴
子

8989　

小
管　

正
光

　

小
管　

正
光

8989　

棚
木　

重
忠

　

棚
木　

重
忠

8989　

西
村
庄
一
郎

　

西
村
庄
一
郎

8989　

野
口　

政
和

　

野
口　

政
和

8989　

平
山　

晶
生

　

平
山　

晶
生

8989　

福
田　

金
一

　

福
田　

金
一

8989　

松
原　

弘
毅

　

松
原　

弘
毅

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9090　

木
佐　

治
彦

　

木
佐　

治
彦

9090　

喜
多　

浩
之

　

喜
多　

浩
之

9090　

香
田　

隆
造

　

香
田　

隆
造

9090　

高
田　

純
男

　

高
田　

純
男

9090　

高
山　

幸
代

　

高
山　

幸
代

9090　

田
所　
　

真

　

田
所　
　

真

9090　

土
屋　

英
夫

　

土
屋　

英
夫

9090　
勅
使
河
原
正
典

勅
使
河
原
正
典

9090　

野
村　

浩
平

　

野
村　

浩
平

9090　

白
田　

義
明

　

白
田　

義
明

9090　

吉
田　
　

隆

　

吉
田　
　

隆

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

9191　

清
水　

祥
彦

　

清
水　

祥
彦

9191　

杉
山　

典
子

　

杉
山　

典
子

9191　

高
松　

圭
子

　

高
松　

圭
子

9191　

高
松　
　

恒

　

高
松　
　

恒

9191　

竹
澤　

和
弘

　

竹
澤　

和
弘

9191　

露
木　

義
行

　

露
木　

義
行

9191　

長
尾　
　

康

　

長
尾　
　

康

9191　

中
上　
　

徹

　

中
上　
　

徹

9191　

平
井　

利
幸

　

平
井　

利
幸

9191　

山
川　

康
夫

　

山
川　

康
夫

9191　

横
田　

昌
和

　

横
田　

昌
和

9191　

吉
川
ゆ
か
り

　

吉
川
ゆ
か
り

9191　

渡
辺　

幹
夫

　

渡
辺　

幹
夫

9292　

今
村　
　

勝

　

今
村　
　

勝

9292　

岩
瀬　

淳
誠

　

岩
瀬　

淳
誠

9292　

金
井　

重
雄

　

金
井　

重
雄

9292　

小
島　

清
一

　

小
島　

清
一

9292　

佐
藤　
　

誠

　

佐
藤　
　

誠

9292　

豊
島　
　

真

　

豊
島　
　

真

9292　

橋
本　

勝
彦

　

橋
本　

勝
彦

9292　

三
橋　

直
也

　

三
橋　

直
也

9292　

渡
井　

勝
已

　

渡
井　

勝
已

9393　

出
石　
　

稔

　

出
石　
　

稔

9393　

岩
崎　

圭
三

　

岩
崎　

圭
三

9393　

及
川　

明
朗

　

及
川　

明
朗

9393　

大
久
保
昌
也

　

大
久
保
昌
也

9393　

小
嶋　

今
興

　

小
嶋　

今
興

9393　

篠
宮　

和
美

　

篠
宮　

和
美

9393　

土
井　
　

誠

　

土
井　
　

誠

9393　

樋
口　

貴
子

　

樋
口　

貴
子

9393　

村
井　
　

洋

　

村
井　
　

洋

9393　

安
田　

寿
男

　

安
田　

寿
男

9393　

山
北　

栄
治

　

山
北　

栄
治

9494　

飯
塚　
　

隆

　

飯
塚　
　

隆

9494　

大
伴　

泰
史

　

大
伴　

泰
史

9494　

坂
本　

祐
介

　

坂
本　

祐
介

9494　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

9494　

高
橋　
　

正

　

高
橋　
　

正

9494　

高
橋　

徳
久

　

高
橋　

徳
久

9494　

津
金　

義
尚

　

津
金　

義
尚

9494　

西
川　

美
保

　

西
川　

美
保

9494　

本
間　

大
進

　

本
間　

大
進

9595　

及
川　

徹
也

　

及
川　

徹
也

9595　

角
田　

文
子

　

角
田　

文
子

9595　

木
村　
　

剛

　

木
村　
　

剛

9595　

竹
内　
　

博

　

竹
内　
　

博

9595　

二
階
堂　

衛

　

二
階
堂　

衛

9595　

眞
鍋　

豊
孝

　

眞
鍋　

豊
孝

9595　

力
丸　

健
治

　

力
丸　

健
治

9696　

芦
田　
　

淳

　

芦
田　
　

淳

9696　

上
野　

英
一

　

上
野　

英
一

9696　

佐
々
木
良
作

　

佐
々
木
良
作

9696　

林　

浩
一
郎

　

林　

浩
一
郎

9696　

山
下　
　

剛

　

山
下　
　

剛

9797　

石
川　
　

敦

　

石
川　
　

敦

9797　

高
橋　

和
恵

　

高
橋　

和
恵

9797　

田
所　
　

香

　

田
所　
　

香

9797　

中
山　

拓
弥

　

中
山　

拓
弥

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

宇
田
川
知
己

　

宇
田
川
知
己

9898　

江
名　

守
康

　

江
名　

守
康

9898　

郡
司　

和
惠

　

郡
司　

和
惠

9898　

白
鳥　

俊
明

　

白
鳥　

俊
明

9898　

鈴
木　
　

治

　

鈴
木　
　

治

9898　

須
藤　
　

清

　

須
藤　
　

清

9898　

長
澤　

好
晃

　

長
澤　

好
晃

9999　

長
田　

芳
喜

　

長
田　

芳
喜

9999　

櫻
井　

和
利

　

櫻
井　

和
利

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

菅　
　

正
治

　

菅　
　

正
治

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

9999　

安
元　

良
久

　

安
元　

良
久

100100　

柄
澤　

士
郎

　

柄
澤　

士
郎

100100　

津
島　

邦
宏

　

津
島　

邦
宏

100100　

横
地　
　

修

　

横
地　
　

修

100100　

横
溝　

正
一

　

横
溝　

正
一

101101　

石
﨑　

信
考

　

石
﨑　

信
考

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

101101　

佐
直　

利
昭

　

佐
直　

利
昭

102102　

石
井　

宏
尚

　

石
井　

宏
尚

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

102102　

新
山　

直
子

　

新
山　

直
子

102102　

常
盤
井
武
典

　

常
盤
井
武
典

103103　

荒
堀　

文
孝

　

荒
堀　

文
孝

103103　

荻
野　

睦
浩

　

荻
野　

睦
浩

103103　

齋
藤　

吉
睦

　

齋
藤　

吉
睦

103103　

宮
下　

秀
一

　

宮
下　

秀
一

104104　

安
達　
　

桂

　

安
達　
　

桂

104104　

寺
﨑　

晃
至

　

寺
﨑　

晃
至

104104　

西
村　

尚
人

　

西
村　

尚
人

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

104104　

山
本　

健
裕

　

山
本　

健
裕

105105　

四
釜　

裕
和

　

四
釜　

裕
和

105105　

新
山　

佳
弘

　

新
山　

佳
弘

105105　

高
苗　

真
理

　

高
苗　

真
理

105105　

山
本
小
百
合

　

山
本
小
百
合

107107　

池
内　

宣
裕

　

池
内　

宣
裕

107107　

稲
葉　

桃
江

　

稲
葉　

桃
江

107107　

梅
林　

正
樹

　

梅
林　

正
樹

109109　

石
丸　

未
来

　

石
丸　

未
来

109109　

木
村　

正
彦

　

木
村　

正
彦

109109　

丹
治　

有
智

　

丹
治　

有
智

110110　

塩
満　

宗
人

　

塩
満　

宗
人

110110　

鈴
木　

佑
輔

　

鈴
木　

佑
輔

110110　

溝
口　

洋
平

　

溝
口　

洋
平

110110　

渡
邉　

基
也

　

渡
邉　

基
也

111111　

岩
下　

信
史

　

岩
下　

信
史

111111　

大
村　

正
直

　

大
村　

正
直

112112　

浦
部　

千
尋

　

浦
部　

千
尋

112112　

西
山　

直
希

　

西
山　

直
希

112112　

柚
井　

克
仁

　

柚
井　

克
仁

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

116116　

田
部　

秀
治

　

田
部　

秀
治

117117　

澁
谷　

和
貴

　

澁
谷　

和
貴

117117　

白
井
健
太
郎

　

白
井
健
太
郎

117117　

浪
岡　

幸
典

　

浪
岡　

幸
典

118118　

柴
野　

悠
樹

　

柴
野　

悠
樹

118118　

立
花　

大
輔

　

立
花　

大
輔

118118　

間
宮　

三
佳

　

間
宮　

三
佳

119119　

柴
田　

健
吾

　

柴
田　

健
吾

120120　

間
宮　

康
仁

間
宮　

康
仁

122122　

塩
川　

哲
朗

　

塩
川　

哲
朗

123123　

塩
満　

太
佑

　

塩
満　

太
佑

124124　

及
川
翔
一
朗

　

及
川
翔
一
朗

127127　

京
條　

愛
子

　

京
條　

愛
子

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6767　

松
本　
　

功

　

松
本　
　

功

6868　

由
水　

幸
平

　

由
水　

幸
平

7070　

保
谷　
　

準

　

保
谷　
　

準

7474　

鎌
田　

浩
輔

　

鎌
田　

浩
輔

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7575　

谷
口　

静
夫

　

谷
口　

静
夫

7676　

佐
々
木
正
孝

　

佐
々
木
正
孝

7777　

小
島　

誠
人

　

小
島　

誠
人

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

須
田　

憲
一

　

須
田　

憲
一

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

宮
川　

直
明

　

宮
川　

直
明

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8686　

飯
高　

正
幸

　

飯
高　

正
幸

8686　

伊
藤　

芳
雄

　

伊
藤　

芳
雄

8686　

卯
坂　

羊
子

　

卯
坂　

羊
子

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8888　

中
沢　
　

純

　

中
沢　
　

純

8989　

神
田　
　

肇

　

神
田　
　

肇

9191　

岩
淵　

克
之

　

岩
淵　

克
之

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9191　

吉
田　
　

薫

　

吉
田　
　

薫

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

9797　

内
藤　
　

健

　

内
藤　
　

健

9898　

石
川　

桂
子

　

石
川　

桂
子

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

109109　

松
野　

敏
之

　

松
野　

敏
之

115115　

姉
川　

光
国

　

姉
川　

光
国

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

七
千
円

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

五
千
円

推　

新
富　

康
央

推　

新
富　

康
央

推　

藤
間　

照
薫

推　

藤
間　

照
薫

6464　

佐
々
木
仁
也

　

佐
々
木
仁
也

6464　

吉
沢　

恭
司

　

吉
沢　

恭
司

6565　

佐
藤　

公
聰

　

佐
藤　

公
聰

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6666　

榊
原　
　

茂

　

榊
原　
　

茂

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

7070　

木
内　

圀
郎

　

木
内　

圀
郎

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7272　

大
宮　

孝
士

　

大
宮　

孝
士

7272　

満
井　

司
郎

　

満
井　

司
郎

7373　

井
草　

文
恵

　

井
草　

文
恵

7373　

湯
田　

栄
弘

　

湯
田　

栄
弘

7373　

吉
田　

源
彦

　

吉
田　

源
彦

7474　

小
林　

昭
和

　

小
林　

昭
和

7474　

柳
田　

直
継

　

柳
田　

直
継

7474　

和
田　

邦
光

　

和
田　

邦
光

7575　

栗
原　
　

彰

　

栗
原　
　

彰

7575　

渡
部　

清
子

　

渡
部　

清
子

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7777　

田
中　

清
昭

　

田
中　

清
昭

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

南
波　

幸
雄

　

南
波　

幸
雄

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7878　

寳
嶋　
　

豊

　

寳
嶋　
　

豊

7979　

町
田　
　

進

　

町
田　
　

進

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

大
家　

昌
五

　

大
家　

昌
五

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8484　

石
塚　
　

泉

　

石
塚　
　

泉

8585　

佐
々
木
恵
子

　

佐
々
木
恵
子

8585　

阪
野　

貞
行

　

阪
野　

貞
行

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

8686　

西
山　

和
範

　

西
山　

和
範

8787　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8787　

倉
下　

正
弘

　

倉
下　

正
弘

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

9090　

川
瀬　
　

徹

　

川
瀬　
　

徹

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9090　

白
田　

義
明

　

白
田　

義
明

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

9191　

小
林　
　

薫

　

小
林　
　

薫

9292　

原　
　

清
治

　

原　
　

清
治

9393　

小
嶋　

今
興

　

小
嶋　

今
興

9595　

木
村　
　

剛

　

木
村　
　

剛

9696　

三
浦　

隆
宏

　

三
浦　

隆
宏

9898　

旭　
　

正
晴

　

旭　
　

正
晴

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

9999　

長
田　

芳
喜

　

長
田　

芳
喜

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

103103　

荒
堀　

文
孝

　

荒
堀　

文
孝

103103　

長
田　

由
夏

　

長
田　

由
夏

103103　

鈴
木　

博
夫

　

鈴
木　

博
夫

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

105105　

高
苗　

真
理

　

高
苗　

真
理

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

112112　

西
山　

直
希

　

西
山　

直
希

114114　

高
橋　

宏
篤

　

高
橋　

宏
篤

119119　

古
瀬　

智
彦

　

古
瀬　

智
彦

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

121121　

小
池　

陽
子

　

小
池　

陽
子

123123　

中
西　
　

涼

　

中
西　
　

涼

124124　

久
保　

輝
明

　

久
保　

輝
明

125125　

井
上　

伸
大

　

井
上　

伸
大

三
千
円

6767　

斉
藤　

勝
重

　

斉
藤　

勝
重

8585　

三
好　

清
隆

　

三
好　

清
隆

二
千
円

7474　

久
本　
　

剛

　

久
本　
　

剛

8383　

江
口　

彰
夫

　

江
口　

彰
夫

9898　

吉
田　
　

豊

　

吉
田　
　

豊

学術・スポーツ振興資金累計表
・令和元年度末積立金残高（3月31日現在） 9,330,187円
上記の内、令和２年２月１日～3月31日の寄付金（15件） 90,320円
・令和２年４月１日～５月31日（117件）    833,000円

　　　　　　現　在　高 10,163,187円

ご協力ありがとうございました
◆今後の支援にむけて、本年度も更なるご協力をお願いいたします

■ 会費等入金累計表 ■
H31・4/1～
R2・1/31

R2・2/1～
3/31

R2・4/1～
R2・5/31

金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数
年 度 会 費 4,919,000 1,641 405,000 135 1,620,000 540 
十 年 会 費 5,160,000 258 300,000 15 1,820,000 91 
維持寄付金 3,659,860 319 75,580 9 1,053,580 99 
基本財産寄付金 42,000 4 0 0 0 0 

　毎号おこなっている「プレゼント企
画」、今回の賞品は國學院大學と駅伝応
援の会からご提供いただいた「名入りT
シャツ」と「オリジナル・ウインドブレー
カー」です。それぞれを10名のみなさ
まへプレゼントいたします。奮ってご応
募ください。（第96回箱根駅伝出場記念）
※ サイズは①ウインドブレーカー→フリー
サイズ②Tシャツ→Lサイズになります。

★あ て 先　 〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學
院友会  院友会報プレゼント係

★応募方法　 ハガキ・ファックス・E-mailに〒・住所・氏名・
電話番号・卒業期・卒業学科・希望の賞品（ウイ
ンドブレーカーまたはTシャツ）を記入の上、お
申し込みください。　
※おひとりで複通数、複数賞品の応募はできません。

★締め切り　令和３年１月16日（土）　
★当選発表　 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせてい

ただきます。発送は１月下旬以降になります。
　　　　　　お楽しみに！　
          ※ お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に管理

し、本会の事業を遂行するために利用させていただきます。

ウインドブレーカー＆
Tシャツを各10名様に

プレゼント！

オ
リ
ジ
ナ
ル・ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル・ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー

名
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ

名
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ

箱根駅伝出場記念！

國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：清水、神山）
TEL：03-5466-0115　MAIL：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞ 

國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いた
だける協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗につ
いては大学HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させて
いただきます。　※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」HP
QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
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か
れ
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込
用
紙
の
通
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に
書
か
れ

て
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メ
ッ
セ
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を
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て
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た
だ
き
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し
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な
ら
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た
だ
き
ま
し
た
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来
な
ら
ば

お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
了
承
を
戴

お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
了
承
を
戴

く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、何
卒
ご
寛

く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、何
卒
ご
寛

容
の
程
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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容
の
程
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆　
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◆

▼
塩
垣
邦
久
さ
ん
（
7676
経
／
経
／

札
幌
市
）

札
幌
市
）

　

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
と
し

　

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
と
し

て
、
昨
今
の
活
躍
目
覚
ま
し

て
、
昨
今
の
活
躍
目
覚
ま
し

く
、
今
年
も
期
待
し
て
応
援

く
、
今
年
も
期
待
し
て
応
援

し
ま
す
。
頑
張
れ
！

し
ま
す
。
頑
張
れ
！

▼
植
木
保
子
さ
ん
（
7474
文
／
文
／

川
崎
市
）

川
崎
市
）

　

孫
が
國
學
院
大
學
に
合
格

　

孫
が
國
學
院
大
學
に
合
格

い
た
し
ま
し
た
。
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が
と

い
た
し
ま
し
た
。
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り
が
と

う
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ざ
い
ま
す
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族
で
喜
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ご
ざ
い
ま
す
。
家
族
で
喜

び
を
わ
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

び
を
わ
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

▼
小
泉
信
義
さ
ん
（
9191
法
／
法
／

横
浜
市
）

横
浜
市
）

　

令
和
二
年
四
月
よ
り
、人

　

令
和
二
年
四
月
よ
り
、人

口
三
七
五
万
人
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浜
市
の
栄
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三
七
五
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人
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浜
市
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に
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感
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。
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友
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用
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板
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第52回全日本大学駅伝　　　　
　　対校選手権大会・総合成績

順位 大学名  総合成績
1 駒澤大学 5:11'08"
2 東海大学 5:11'31"
3 明治大学 5:12'24"
4 青山学院大学 5:12'42"
5 早稲田大学 5:13'04"
6 東洋大学 5:13'15"
7 帝京大学 5:14'40"
8 順天堂大学 5:14'43"

以上　上位8校シード権獲得

9 國學院大學 5:15'16"
（國學院新記録）

以下省略（全25チーム出場）

復　路
１月３日（日）

（箱根芦ノ湖➡大手町）

復 路

～開催当日、沿道での応援は自粛をお願いいたします～

※今回は、各区間の応援ポイントはございません。

　97回目を迎える今回は、新型コロナウイルス感染症の感　97回目を迎える今回は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大という未曽有の状況下での開催となります。本連盟染拡大という未曽有の状況下での開催となります。本連盟
では日本陸上競技連盟が定めるガイダンスに則り、感染症では日本陸上競技連盟が定めるガイダンスに則り、感染症
対策の専門家のアドバイスも踏まえて、様々な対策を取り対策の専門家のアドバイスも踏まえて、様々な対策を取り
ながら準備を進めて参ります。ながら準備を進めて参ります。
　選手を応援する熱い気持ちは、コース沿道から離れてい　選手を応援する熱い気持ちは、コース沿道から離れてい
ても届きます。駅伝ファンの皆さまには、今回はても届きます。駅伝ファンの皆さまには、今回はテレビなテレビな
どを通しての応援どを通しての応援を頂ければと思います。私たちは地域のを頂ければと思います。私たちは地域の
皆さま、沿道の皆さまに支えられ、大会を開催していま皆さま、沿道の皆さまに支えられ、大会を開催していま
す。以下の運用を遵守し、これからも末永く愛される大会す。以下の運用を遵守し、これからも末永く愛される大会
を目指していきます。を目指していきます。
【開催に際しての主な感染防止策】
●  ●  出場チームの大学関係者や応援団、ＯＢＯＧ、保護者出場チームの大学関係者や応援団、ＯＢＯＧ、保護者
による来場および沿道での応援行為については強く自による来場および沿道での応援行為については強く自
粛を求めます。粛を求めます。

●  ●  地域の皆さまには、応援のための外出をお控えいただ地域の皆さまには、応援のための外出をお控えいただ
き、特に沿道やスタート・フィニッシュ、中継所などき、特に沿道やスタート・フィニッシュ、中継所など
での観戦や応援行為はご遠慮くださいますようお願いでの観戦や応援行為はご遠慮くださいますようお願い
申し上げます。 （以上、抜粋）申し上げます。 （以上、抜粋）

第97回東京箱根間往復大学駅伝競走の
開催について（応援自粛要請）
（関東陸上競技連盟からの通達を抜粋）

６区

２区
鶴見➡戸塚

９区
鶴見⬅戸塚

３区
戸塚➡平塚

８区
戸塚⬅平塚

４区
平塚➡小田原

７区
平塚⬅小田原

５区
小田原➡箱根

107.5km

109.6km

小田原⬅箱根

大手町➡鶴見
１区

km

大手町⬅鶴見

10区

臼井　健太
（健体４年）
鳥取県
鳥取城北高校

相澤　龍明
（中文３年）
神奈川県
藤沢翔陵高校

木下　　巧
（健体４年）
千葉県
日体大柏高校

阿久津佑介
（日文２年）
栃木県
那須拓陽高校

田川　良昌
（経４年）
千葉県
八千代松陰高校

伊地知賢造西槇　優祐
（経２年）
福島県
学法石川高校

（健体１年）
埼玉県
松山高校

河東　寛大
（神文４年）
鹿児島県
樟南高校

森　　秀翔
（史４年）
千葉県
八千代松陰高校

藤木　宏太
（神文３年）
北海道
北海道栄高校

中西　唯翔
（健体２年）
石川県
金沢龍谷高校

高嶌　凌也
（法４年）
千葉県
日体大柏高校

木付　　琳
（経３年）
大分県
大分東明高校

藤本　　竜
（法２年）
北海道
北海道栄高校

川﨑　康生
（経営２年）
静岡県
浜松工業高校

伊野　一輝
（法２年）
東京都
拓大第一高校

島﨑　慎愛
（経営３年）
群馬県
藤岡中央高校

藤村　遼河
（経営４年）
東京都
東京実業高校

坂本　健悟
（経２年）
神奈川県
藤沢翔陵高校

殿地　琢朗
（健体３年）
岐阜県
益田清風高校

河野　涼太
（法１年）
徳島県
徳島科学技術高校

中西　大翔
（健体２年）
石川県
金沢龍谷高校

第97回箱根駅伝 エントリー候補選手一覧

徳備　大輔
（法４年）
大阪府
大塚高校

石川　航平
（健体３年）
千葉県
日体大柏高校

卓
球
部

ス
キ
ー
部

柔
道
部
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友
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友
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。

　

今
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れ
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れ
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２
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こ
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を
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変
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ら
ぬ

こ
と
を
信
じ
て
。
変
わ
ら
ぬ

ご
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を
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す
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ご
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す
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ソ
フ
ト
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ニ
ス
部

■ １部リーグ戦【星取表】■
※今季は2戦勝率制（全30試合）の大会方式になっています。

順位  チーム 中央大 亜　大 國學院大 立正大 東洋大 駒澤大 勝 負 勝率
4 中央大 ―― ●●●● ●○●○ ●●●● ○●○● ○●○● 3 7 0.300
1 亜　大 ○○○○ ―― ○○○○ ●○●○ ○●○● ○○○○ 8 2 0.800
3 國學院大 ○●○● ●●●● ―― ○●○● ○○○○ ○○○○ 6 4 0.600
2 立正大 ○○○○ ○●○● ●○●○ ―― ○○○○ ●○●○ 7 3 0.700
4 東洋大 ●○●○ ●○●○ ●●●● ●●●● ―― ●○●○ 3 7 0.300
4 駒澤大 ●○●○ ●●●● ●●●● ○●○● ○●○● ―― 3 7 0.300

（星取表は連盟HPより転載）

硬
式
野
球
部

4番を打つ瀬戸成一朗選手（日文3年）4番を打つ瀬戸成一朗選手（日文3年）

激戦に挑め、國大健児！ 覚悟と証明
駅伝応援の会 会長　坂本眞佐人（81経） 

國學院大學陸上競技部 監督　前田康弘

　皆さまには常々陸上競技部を応援しご支援い　皆さまには常々陸上競技部を応援しご支援い
ただきまして誠にありがとうございます。ただきまして誠にありがとうございます。
第97回箱根駅伝の正式開催が決まりましたが、第97回箱根駅伝の正式開催が決まりましたが、
コロナ禍により沿道での応援自粛が強く求めらコロナ禍により沿道での応援自粛が強く求めら
れています。選手への応援はテレビ応援でお願れています。選手への応援はテレビ応援でお願
いします。いします。
　大学駅伝は年ごとに激しい競争が繰り広げら　大学駅伝は年ごとに激しい競争が繰り広げら
れています。「仲間の、母校の、応援する全員れています。「仲間の、母校の、応援する全員
の」熱い気持ちに応えて懸命に走る選手に、映の」熱い気持ちに応えて懸命に走る選手に、映
像を通じて声援を送り背中を押してください。像を通じて声援を送り背中を押してください。
皆さまの熱い気持ちは画面から選手に届きま皆さまの熱い気持ちは画面から選手に届きま
す。熱い応援、ご支援をよろしくお願い申し上す。熱い応援、ご支援をよろしくお願い申し上
げます。げます。

　明けましておめでとうございます。平素　明けましておめでとうございます。平素
より陸上競技部への多大なるご支援、ご協より陸上競技部への多大なるご支援、ご協
力いただき、誠にありがとうございます。力いただき、誠にありがとうございます。
　「覚悟と証明」、これが今年のチームスロ　「覚悟と証明」、これが今年のチームスロ
ーガンです。昨年の選手たちが、私たち今のーガンです。昨年の選手たちが、私たち今の
チームに残していってくれたものは、とてチームに残していってくれたものは、とて
も大きく、誇らしく、素晴らしく強いものも大きく、誇らしく、素晴らしく強いもの
でした。これを受け継ぐ覚悟。継承し発展でした。これを受け継ぐ覚悟。継承し発展
することへの証明。これがこのチームが胸することへの証明。これがこのチームが胸
に刻んできた言葉です。コロナ禍のいろいに刻んできた言葉です。コロナ禍のいろい
ろな思い、その中での総括として、院友の皆ろな思い、その中での総括として、院友の皆
さんと、応援してくださる全ての皆さんとさんと、応援してくださる全ての皆さんと
共に戦います。沿道での応援は自粛ですが、共に戦います。沿道での応援は自粛ですが、

皆さんの見えない応援と声皆さんの見えない応援と声
援を全身に受けて、総合第援を全身に受けて、総合第
３位を目標に、一丸となって頑張ります。３位を目標に、一丸となって頑張ります。

 全日本から箱根へ 全日本から箱根へ
　第52回全日本大学駅伝は９位という結果　第52回全日本大学駅伝は９位という結果
でした。選手は全力を尽くし頑張りましでした。選手は全力を尽くし頑張りまし
た。結果としては残念ではありますが、得た。結果としては残念ではありますが、得
たものや課題が多くみつかるものとなりまたものや課題が多くみつかるものとなりま
した。今回９位という結果を受け止め、修した。今回９位という結果を受け止め、修
正すべきところを修正し、第97回箱根駅伝正すべきところを修正し、第97回箱根駅伝
につなげていきたいと思います。今後ともにつなげていきたいと思います。今後とも
熱いご声援よろしくお願いいたします。熱いご声援よろしくお願いいたします。

1 島﨑　慎愛   27’15”  ４位
※区間新

2 臼井　健太 31’56” ６位
3 中西　大翔 34’12” ８位
4 河東　寛大 34’26” ８位

区
間  氏　名 タイム  区間順位  

第97回箱根駅伝 お・ ・ ・うちから声援を送ろう！！ 　『総合３位』が目標の選手達には、皆さまの声援が“一番の力”
です。ご自宅から選手に熱い声援を送りましょう。
　皆さまの応援、宜しくお願いいたします。

区
間  氏　名 タイム  区間順位  

5 木付　　琳 36’38” ６位

6 伊地知　賢造 38’43” 10位
７ 藤木　宏太 52’21” ７位
８  殿地　琢朗 59’45” 10位

第52回全日本大学駅伝対校選手権大会・個人成績

往　路
１月２日（土）

（大手町
➡
箱根芦ノ湖）
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